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【年通号数】特許・実用新案公報2019-039
【出願番号】特願2018-504669(P2018-504669)
【訂正要旨】特許権者の誤載により下記のとおり全文を訂正する。
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   7/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/48     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ    7/10     　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｍ   10/48     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/44     　　　Ａ
【記】別紙のとおり
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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  アダプターであって、
  入力された交流を変換して、前記アダプターの出力電圧と、第１脈動波形の電流であり
且つ端末に充電するために用いられる前記アダプターの出力電流と、を取得する電力変換
部と、
  前記電力変換部に接続され、サンプル状態になるときに前記第１脈動波形の電流をサン
プルし、保持状態になるときに前記第１脈動波形の電流のピーク値を保持するサンプル保
持部と、
  前記サンプル保持部に接続され、前記サンプル保持部が保持状態になっているか否かを
判断し、前記サンプル保持部が前記保持状態になっていると判断できた場合、前記サンプ
ル保持部によって保持されている前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取して、アダプ
ターの出力電流を制御するようにする電流採取制御部と、
  電圧調整部と、を備え、
  前記電圧調整部は、前記電力変換部に接続され、前記アダプターの出力電圧を測定して
調整し、
  前記電流採取制御部は、前記電圧調整部に接続され、前記電圧調整部によって前記第１
脈動波形の電流のピーク値を調整し、
  前記電圧調整部は、
  入力端が前記電力変換部に接続され、設定された分圧比に従って前記アダプターの出力
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電圧を分圧して第２電圧を生成する分圧部と、
  入力端が前記分圧部の出力端に接続され、前記第２電圧と第２基準電圧を比較する電圧
比較部と、
  入力端が前記電圧比較部の入力端に接続され、出力端が前記電力変換部に接続され、前
記第２電圧と前記第２基準電圧との比較結果に基づいて前記アダプターの出力電圧を制御
する電圧制御部と、を備え、
  前記電流採取制御部は、前記電圧比較部に接続され、前記分圧比を調整することで前記
第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを特徴とする、アダプター。
【請求項２】
  前記電流採取制御部は制御部を備え、前記分圧部はデジタルポテンショメータを備え、
  前記デジタルポテンショメータは、高電位端が前記電力変換部に接続され、低電位端が
グランドに接続され、出力端が前記電圧比較部に接続され、
  前記制御部は、前記デジタルポテンショメータの制御端に接続され、前記デジタルポテ
ンショメータの制御端を介して前記デジタルポテンショメータの分圧比を調整することに
より、前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを特徴とする、請求項１に記載
のアダプター。
【請求項３】
  前記電流採取制御部は、周期が前記第１脈動波形の周期の１／ＮでありＮが１以上の整
数である同期信号を受信し、更に前記同期信号に基づいて前記サンプル保持部が保持状態
になっているか否かを判断することを特徴とする、請求項１または２に記載のアダプター
。
【請求項４】
  前記電流採取制御部は、前記同期信号に基づいて前記第１脈動波形がピーク値又は立ち
下がりエッジになっているか否かを判断し、
  前記第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっていると判断できた場合、前
記サンプル保持部によって保持されている前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取する
ことを特徴とする、請求項３に記載のアダプター。
【請求項５】
  前記電流採取制御部は、コンパレータ及び制御部を備え、
  前記コンパレータは、第１入力端が前記同期信号を受信し、第２入力端が基準電圧を受
信し、
  前記制御部は、前記コンパレータの出力端に接続され、前記同期信号の電圧と前記基準
電圧の比較結果に基づいて前記第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになってい
るか否かを判断することを特徴とする、請求項４に記載のアダプター。
【請求項６】
  前記電流採取制御部は、更に前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取した後、前記サ
ンプル保持部が保持状態からサンプル状態に切り換えるよう制御することを特徴とする、
請求項１～５のいずれか１項に記載のアダプター。
【請求項７】
  前記サンプル保持部は、コンデンサを備え、前記サンプル保持部内のコンデンサによっ
て前記第１脈動波形の電流のピーク値を保持し、
  前記電流採取制御部は、放電部及び制御部を備え、前記放電部は、それぞれ前記制御部
及び前記サンプル保持部内のコンデンサに接続され、
  前記放電部は、前記制御部に制御されて前記サンプル保持部内のコンデンサ両端の電荷
を放出し、前記サンプル保持部が保持状態からサンプル状態に切り換えるようにすること
を特徴とする、請求項６に記載のアダプター。
【請求項８】
  前記サンプル保持部は、
  前記電力変換部に接続され、前記第１脈動波形の電流を検出してサンプル電流を取得し
、且つ前記サンプル電流を、前記第１脈動波形の電流の大きさを表示するサンプル電圧に
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変換する電流サンプル部と、
  前記電流サンプル部及び前記電流採取制御部に接続され、前記電流サンプル部から前記
サンプル電圧を取得し、且つ前記サンプル電圧に基づいて前記電流保持部内のコンデンサ
を充電する電流保持部とを備え、
  前記電流採取制御部は、前記サンプル保持部内のコンデンサ両端の電圧を測定すること
によって前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取することを特徴とする、請求項１～７
のいずれか１項に記載のアダプター。
【請求項９】
  前記アダプターは、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、前記第２充
電モードで前記アダプターから被充電装置への充電速度が前記第１充電モードで前記アダ
プターから被充電装置への充電速度より速く、
  前記第１脈動波形の電流は、前記第２充電モードにおける前記アダプターの出力電流で
あり、
  前記アダプターは、制御部を備え、
  前記アダプターと被充電装置が接続されると、前記制御部は、前記被充電装置と双方向
通信を行うことにより、前記第２充電モードにおける前記アダプターの出力を制御するこ
とを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載のアダプター。
【請求項１０】
  前記制御部が前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードにお
ける前記アダプターの出力を制御することは、
  前記制御部は、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記アダプターと前記
被充電装置との間の充電モードを協議することを含むことを特徴とする、請求項９に記載
のアダプター。
【請求項１１】
  前記制御部が前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードにお
ける前記アダプターの出力を制御することは、
  前記制御部は、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードに
おける前記アダプターから出力された前記被充電装置を充電する充電電圧を確定すること
と、
  前記制御部は、前記アダプターの出力電圧を調整することにより、前記アダプターの出
力電圧を前記第２充電モードにおける前記アダプターから出力された前記被充電装置を充
電する充電電圧に等しくすることと、を含むことを特徴とする、請求項９または１０に記
載のアダプター。
【請求項１２】
  前記制御部が前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードにお
ける前記アダプターの出力を制御することは、
  前記制御部は、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードに
おける前記アダプターから出力された前記被充電装置を充電する充電電流を確定すること
と、
  前記制御部は、前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することにより、前記第１脈
動波形の電流のピーク値を前記第２充電モードにおける前記アダプターから出力された前
記被充電装置を充電する充電電流に等しくすることと、を含むことを特徴とする、請求項
９～１１のいずれか１項に記載のアダプター。
【請求項１３】
  前記制御部が前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードにお
ける前記アダプターの出力を制御することは、
  前記第２充電モードで充電する過程において、前記制御部は、前記被充電装置と双方向
通信を行うことにより前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを含むことを特
徴とする、請求項９～１２のいずれか１項に記載のアダプター。
【請求項１４】
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  前記アダプターは、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、前記第１充
電モードが定電圧モードであり、前記第２充電モードが定電流モードであり、
  前記第１脈動波形の電流は、前記第２充電モードにおける前記アダプターの出力電流で
あり、
  前記アダプターは制御部を備え、前記電力変換部は二次フィルタ部を備え、
  前記制御部は、前記二次フィルタ部に接続され、前記第１充電モードにおいて前記二次
フィルタ部の作動を制御することにより、前記アダプターの出力電圧の電圧値を一定に維
持し、前記第２充電モードにおいて前記二次フィルタ部の作動を中止することにより、前
記アダプターの出力電流が前記第１脈動波形の電流となることを特徴とする、請求項１～
１３のいずれか１項に記載のアダプター。
【請求項１５】
  アダプターに適用可能な充電制御方法であって、
  前記アダプターは、電力変換部及びサンプル保持部を備え、前記電力変換部は、入力さ
れた交流を変換して前記アダプターの出力電圧と第１脈動波形の電流である前記アダプタ
ーの出力電流とを取得し、前記サンプル保持部は、前記電力変換部に接続され、前記サン
プル保持部がサンプル状態になるときに前記第１脈動波形の電流をサンプルし、前記サン
プル保持部が保持状態になるときに前記第１脈動波形の電流のピーク値を保持し、
  前記充電制御方法は、前記サンプル保持部が保持状態になっているか否かを判断するこ
とと、前記サンプル保持部が前記保持状態になっていると判断できた場合、前記サンプル
保持部によって保持されている前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取することと、を
含み、
  前記アダプターは、更に電圧調整部を備え、
  前記電圧調整部は、前記電力変換部に接続され、前記アダプターの出力電圧を測定して
調整し、
  前記充電制御方法は、更に、前記電圧調整部によって前記第１脈動波形の電流のピーク
値を調整することを含み、
  前記電圧調整部は、
  入力端が前記電力変換部に接続され、設定された分圧比に従って前記アダプターの出力
電圧を分圧して第２電圧を生成する分圧部と、
  入力端が前記分圧部の出力端に接続され、前記第２電圧と第２基準電圧を比較する電圧
比較部と、
  入力端が前記電圧比較部の入力端に接続され、出力端が前記電力変換部に接続され、前
記第２電圧と前記第２基準電圧との比較結果に基づいて前記アダプターの出力電圧を制御
する電圧制御部と、を備え、
  前記電圧調整部によって前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、
  前記分圧比を調整することで前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを含む
ことを特徴とする、充電制御方法。
【請求項１６】
  前記分圧部はデジタルポテンショメータを備え、
  前記デジタルポテンショメータは、高電位端が前記電力変換部に接続され、低電位端が
グランドに接続され、出力端が前記電圧比較部に接続され、
  前記分圧比を調整することで前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、前
記デジタルポテンショメータの分圧比を調整することにより、前記第１脈動波形の電流の
ピーク値を調整することを含むことを特徴とする、請求項１５に記載の充電制御方法。
【請求項１７】
  アダプターであって、
  入力された交流を変換して、前記アダプターの出力電圧と、第１脈動波形の電流であり
且つ端末に充電するために用いられる前記アダプターの出力電流と、を取得する電力変換
部と、
  前記電力変換部に接続され、サンプル状態になるときに前記第１脈動波形の電流をサン
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プルし、保持状態になるときに前記第１脈動波形の電流のピーク値を保持するサンプル保
持部と、
  前記サンプル保持部に接続され、前記サンプル保持部が保持状態になっているか否かを
判断し、前記サンプル保持部が前記保持状態になっていると判断できた場合、前記サンプ
ル保持部によって保持されている前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取して、アダプ
ターの出力電流を制御するようにする電流採取制御部と、を備え、
  前記アダプターは、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、前記第１充
電モードが定電圧モードであり、前記第２充電モードが定電流モードであり、
  前記第１脈動波形の電流は、前記第２充電モードにおける前記アダプターの出力電流で
あり、
  前記アダプターは制御部を備え、前記電力変換部は二次フィルタ部を備え、
  前記制御部は、前記二次フィルタ部に接続され、前記第１充電モードにおいて前記二次
フィルタ部の作動を制御することにより、前記アダプターの出力電圧の電圧値を一定に維
持し、前記第２充電モードにおいて前記二次フィルタ部の作動を中止することにより、前
記アダプターの出力電流が前記第１脈動波形の電流となることを特徴とする、アダプター
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は充電技術分野に関し、より具体的には、アダプター及び充電制御方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
  アダプターは、電源アダプターとも称され、被充電装置（例えば、端末）を充電するた
めに使われる。現在、市販のアダプターは、定電圧の方式で被充電装置（例えば、端末）
を充電するのが一般的である。被充電装置内の電池としては、通常、リチウム電池を用い
るため、定電圧の方式で被充電装置を充電する際にリチウムの析出現象が起こりやすく、
電池の寿命が低下する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
  本発明は、電池のリチウム析出を抑え、電池の使用寿命を向上させることができるアダ
プター及び充電制御方法を提供することをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
  本発明の第１態様においてはアダプターを提供し、前記アダプターは、入力された交流
を前記アダプターの出力電圧と第１脈動波形の電流である前記アダプターの出力電流とに
変換する電力変換部と、前記電力変換部に接続され、サンプル状態になるときに前記第１
脈動波形の電流をサンプルし、保持状態になるときに前記第１脈動波形の電流のピーク値
を保持するサンプル保持部と、前記サンプル保持部に接続され、前記サンプル保持部が保
持状態になっているか否かを判断し、前記サンプル保持部が前記保持状態になっていると
判断できた場合、前記サンプル保持部によって保持されている前記第１脈動波形の電流の
ピーク値を採取する電流採取制御部と、を備える。
【０００５】
  本発明の第２態様においてはアダプターに適用可能な充電制御方法を提供し、前記アダ
プターは電力変換部及びサンプル保持部を備え、前記電力変換部は、入力された交流を変
換して、前記アダプターの出力電圧と第１脈動波形の電流である前記アダプターの出力電
流とを取得し、前記サンプル保持部は、前記電力変換部に接続され、前記サンプル保持部
がサンプル状態になるときに前記第１脈動波形の電流をサンプルし、前記サンプル保持部
が保持状態になるときに前記第１脈動波形の電流のピーク値を保持し、前記充電制御方法
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は、前記サンプル保持部が保持状態になっているか否かを判断し、前記サンプル保持部が
前記保持状態になっていると判断できた場合、前記サンプル保持部によって保持されてい
る前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取することを含む。
【発明の効果】
【０００６】
  本発明に係るアダプターの出力電流は脈動波形の電流であり（又は、「脈動直流」とも
称される）、脈動波形の電流を利用することで電池のリチウム析出を抑制することができ
る。なお、脈動波形の電流を利用することで充電インタフェースにおける接点のアーク発
生率と強度を低減し、充電インタフェースの寿命を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
  以下、本発明の技術案をより深く把握できるよう、本発明の実施形態に関わる図例を簡
単に説明する。言うまでもないが、これらの図は本発明の一部の実施形態に関わる図であ
り、当業者からすれば、創造性の作業が無くてもこれらの図を適宜変更して他の図を得る
ことができると理解できる。
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態に係る脈動波形を示す図である。
【図２Ｂ】本発明の実施形態に係る脈動波形を示す図である。
【図３】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図４】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図５】本発明の実施形態に係る同期信号と第１脈動波形の位相関係を示す図である。
【図６】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図７】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図８】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図９】本発明の実施形態に係る同期信号の取得方法を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る電流採取制御部の概略図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る基準電圧、コンパレータの出力レベルと第２アダプ
ターの出力電流の波形関係を示す図である。
【図１２】本発明のもう１つの実施形態に係る基準電圧、コンパレータの出力レベルと第
２アダプターの出力電流の波形関係を示す図である。
【図１３】本発明のもう１つの実施形態に係る電流採取制御部の概略図である。
【図１４】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図１５】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図１６】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図１７】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図１８】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図１９Ａ】本発明の実施形態に係る第２アダプターと被充電装置の接続方法を示す図で
ある。
【図１９Ｂ】本発明の実施形態に係る急速充電通信プロセスを示す模式図である。
【図２０】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの概略図である。
【図２１】本発明の一実施形態に係る第２アダプターの回路構造を示す模式図である。
【図２２】本発明のもう１つの実施形態に係る第２アダプターの回路構造を示す模式図で
ある。
【図２３】本発明の実施形態に係る充電制御方法を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
  以下、図面を参照しつつ本発明の実施形態を詳述する。以下の実施形態は本発明を例示
したに過ぎず、本発明を限定するものではない。当業者からすれば、創造性の作業が無く
てもこれらの実施形態について適宜変更、変形を加えることができ、こういった変更、変



(8) JP 6589046 B6 2019.12.11

10

20

30

40

50

形も本発明の範囲に含まれているとよく理解できる。
【００１０】
  関連技術においては、定電圧モードで被充電装置（例えば、端末）を充電する第１アダ
プターについて説明が行われ、定電圧モードで該第１アダプターから出力される電圧は、
例えば、５Ｖ、９Ｖ、１２Ｖ又は２０Ｖ等といったほぼ一定の大きさを維持する。
  該第１アダプターから出力された電圧は、そのまま電池両端に印加されることなく、被
充電装置（例えば、端末）内の変換回路によって被充電装置（例えば、端末）内の電池が
要求の充電電圧及び／又は充電電流に変換される。
【００１１】
  変換回路は第１アダプターからの電圧を変換し、電池の所定充電電圧及び／又は充電電
流の要求を満足できるようにする。
【００１２】
  一例として、該変換回路は、例えば、充電用集積回路（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ  ｃｉｒ
ｃｕｉｔ，ＩＣ）のような充電管理モジュールであってもよく、電池充電時に電池の充電
電圧及び／又は充電電流を管理する。該変換回路は、電圧フィードバックモジュールの機
能及び／又は電流フィードバックモジュールの機能を備えることで、電池の充電電圧及び
／又は充電電流を管理する機能を果たすものである。
【００１３】
  例えば、電池への充電プロセスをトリクル充電段階、定電流充電段階及び定電圧充電段
階のうち１つ又は複数の段階に分けて行うことができる。トリクル充電段階において、変
換回路は電流フィードバックループを利用して、トリクル充電時に電池に流れる電流を所
定の充電電流の大きさに変換することができる（例えば、第１充電電流）。定電流充電段
階において、変換回路は電流フィードバックループを利用して、定電流充電時に電池に流
れる電流を所定の充電電流の大きさに変換することができる（例えば、第２充電電流、該
第２充電電流は第１充電電流を超えてもよい）。定電圧充電段階において、変換回路は電
圧フィードバックループを利用して、定電圧充電時に電池の両端に印加される電圧を電池
の所定充電電圧の大きさに変換することができる。
【００１４】
  一例として、第１アダプターからの電圧が電池の所定充電電圧を超えるとき、変換回路
は第１アダプターからの電圧に対して降圧処理を行い、降圧変換後の充電電圧が電池の所
定充電電圧の要求を満足できるようにする。更に、一例として、第１アダプターからの電
圧が電池の所定充電電圧より低いとき、変換回路は第１アダプターからの電圧に対して昇
圧処理を行い、昇圧後の充電電圧が電池の所定充電電圧の要求を満足できるようにする。
【００１５】
  更に、第１アダプターから５Ｖの定電圧を出力する場合を一例として挙げると、電池が
単セル（リチウム電池のセルの例として、単セルの充電終止電圧が４．２Ｖである）で構
成されるとき、変換回路（例えば、Ｂｕｃｋ降圧回路）は第１アダプターからの電圧に対
して降圧処理を行い、降圧後の充電電圧が電池の所定充電電圧の要求を満足できるように
する。
【００１６】
  更に、第１アダプターから５Ｖの定電圧を出力する場合を一例として挙げると、第１ア
ダプターを用いて２個以上の単セルが直列接続されている電池（リチウム電池のセルの例
としては、単セルの充電終止電圧が４．２Ｖである）を充電するとき、変換回路（例えば
、Ｂｏｏｓｔ昇圧回路）は第１アダプターからの電圧に対して昇圧処理を行い、昇圧後の
充電電圧が電池の所定充電電圧の要求を満足できるようにする。
【００１７】
  変換回路は、回路の変換効率の低下に起因する未変換の電気エネルギーを熱エネルギー
の形で放出し、この部分の熱エネルギーは被充電装置（例えば、端末）の内部に蓄積され
る。被充電装置（例えば、端末）の設計スペース及び放熱スペースが小さいため（例えば
、ユーザが使用する移動端末の物理的寸法が薄く、且つ移動端末の性能を高める目的で移
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動端末の内部に大量の電子部品を密集して配置する場合）、変換回路の設計が困難である
と同時に、被充電装置（例えば、端末）内に蓄積されている熱エネルギーを適時に放出で
きず、被充電装置（例えば、端末）の異常を誘発する恐れがある。
【００１８】
  例えば、変換回路に蓄積されている熱エネルギーは変換回路近傍の電子部品に影響を与
え、電子部品の異常動作を誘発し、一方、変換回路に蓄積されている熱エネルギーの影響
を受けて変換回路及びその近傍の電子部品の使用寿命が低下する恐れがある。更に、変換
回路に蓄積されている熱エネルギーの影響を受けて電池充放電時に異常が発生したり、被
充電装置（例えば、端末）の温度が異常上昇したり、充電時のユーザ体験に影響を与える
。また、変換回路に蓄積されている熱エネルギーは、変換回路自体の短絡を引き起こし、
第１アダプターからの電圧がそのまま電池両端に印加されて充電異常となることがあり、
更に、電池が長期間に渡って過電圧充電の状態になると、電池が爆発する可能性があり、
安全上の問題に繋ぐ恐れがある。
【００１９】
  本発明の一実施形態において、出力電圧を調整可能な第２アダプターを提供し、該第２
アダプターによって電池の状態情報を取得することができ、電池の状態情報には電池現在
の電量情報及び／又は電圧情報を含む。該第２アダプターは、取得した電池の状態情報に
基づいて第２アダプター自体の出力電圧を調整し、電池の所定充電電圧及び／又は充電電
流の要求を満足できるようにする。更に、電池充電時における定電流充電の段階において
、第２アダプターによって調整された出力電圧をそのまま電池の両端に印加して電池を充
電する。
【００２０】
  該第２アダプターは、電圧フィードバックモジュールの機能と電流フィードバックモジ
ュールの機能を兼ね備え、電池の充電電圧及び／又は充電電流を管理する役割を果たすこ
とができる。
【００２１】
  該第２アダプターが取得した電池の状態情報に基づいて第２アダプター自体の出力電圧
を調整することは、該第２アダプターは電池の状態情報をリアルタイムに取得し、且つ取
得した電池のリアル状態情報に基づいて第２アダプター自体の出力電圧を調整することが
でき、よって、電池の所定充電電圧及び／又は所定充電電流の要求を満足できるようにす
ることを指し得る。
【００２２】
  該第２アダプターがリアルタイムに取得した電池の状態情報に基づいて第２アダプター
自体の出力電圧を調整することは、充電時に電池の電圧が持続的に上昇するにつれて、第
２アダプターは充電時における異なる時点で電池現在の状態情報を取得し、且つ電池現在
の状態情報に基づいて第２アダプター自体の出力電圧をリアルタイムに調整することがで
き、よって、電池の所定充電電圧及び／又は所定充電電流の要求を満足できるようにする
ことを指し得る。
【００２３】
  例えば、電池への充電をトリクル充電段階、定電流充電段階及び定電圧充電段階のうち
１つ又は複数の段階に分けて行うことができる。トリクル充電段階において、第２アダプ
ターは電流フィードバックループを利用して、トリクル充電時に第２アダプターから出力
され且つ電池に流れる電流を電池の所定充電電流の要求を満たすように調整することがで
きる（例えば、第１充電電流）。定電流充電段階において、第２アダプターは電流フィー
ドバックループを利用して、定電流充電時に第２アダプターから出力され且つ電池に流れ
る電流を電池の所定充電電流の要求を満たすように調整することができ（例えば第２充電
電流、該第２充電電流は第１充電電流を超えてもよい）、また、定電流充電段階において
、第２アダプターは出力された充電電圧をそのまま電池両端に印加して電池への充電を実
現することができる。定電圧充電段階において、第２アダプターは電圧フィードバックル
ープを利用して、定電圧充電時に第２アダプターからの電圧を電池の所定充電電圧の要求
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を満たすように調整することができる。
【００２４】
  トリクル充電段階及び定電圧充電段階において、第２アダプターからの出力電圧に対し
て第１アダプターと同様に処理を施してもよく、すなわち被充電装置（例えば、端末）内
の変換回路によって変換することにより、被充電装置（例えば、端末）内の電池が要求の
充電電圧及び／又は充電電流を得ることができる。
【００２５】
  電池充電時の信頼性と安全性を確保する観点から、本発明の一実施形態において第２ア
ダプターは脈動波形の電圧／電流を出力する。以下、図１を参照しつつ本発明の実施形態
に係る第２アダプターを更に詳しく説明する。
【００２６】
  図１は、本発明の実施形態に係る第２アダプターを示す概略図である。図１における第
２アダプター１０は、電力変換部１１、サンプル保持部１２及び電流採取制御部１３を備
える。
【００２７】
  電力変換部１１は、入力された交流を第２アダプター１０の出力電圧及び出力電流に変
換する。第２アダプター１０の出力電流は、第１脈動波形の電流である。
【００２８】
  サンプル保持部１２は、電力変換部１１に接続される。サンプル保持部１２は、サンプ
ル状態になるときに第１脈動波形の電流をサンプルする。また、サンプル保持部１２は、
保持状態になるときに第１脈動波形の電流のピーク値を保持（又は、ホールドオン）する
。
【００２９】
  電流採取制御部１３は、サンプル保持部１２に接続される。電流採取制御部１３は、サ
ンプル保持部１２が保持状態になっているか否かを判断し、且つサンプル保持部１２が保
持状態になっていると判断できると、サンプル保持部１２によって保持されている第１脈
動波形の電流のピーク値を採取する。
【００３０】
  本発明の実施形態に係る第２アダプターの出力電流は、脈動波形の電流（又は、「脈動
直流」とも称される）であり、脈動波形の電流によって電池のリチウム析出を抑制するこ
とができる。なお、脈動波形の電流によって充電インタフェースにおける接点のアーク発
生率と強度を低減させ、充電インタフェースの寿命を高めることができる。
【００３１】
  第２アダプターは、通常、実際状況に合わせて第２アダプターの出力電流を調整する。
定電流モードで動作可能な第２アダプターを例として挙げると、第２アダプターは、通常
、被充電装置（例えば、端末）の電池電圧に基づいて第２アダプターの出力電流を調整し
続け、多段階に分け且つ定電流で電池を充電するため、充電時には第２アダプターの出力
電流をリアルタイムに測定、制御する必要がある。第２アダプターの出力電流の電流値が
一定であると、第２アダプターの出力電流を容易に測定、制御できるが、本発明の実施形
態において、第２アダプターの出力電流が第１脈動波形の電流であり、且つ第１脈動波形
の電流の大きさが不安定であるため、第２アダプターの出力電流の測定、制御方法を特に
設ける必要がある。
【００３２】
  このため、本発明の一実施形態においてサンプル保持部１２及び電流採取制御部１３を
導入し、サンプル保持部１２及び電流採取制御部１３に基づき、第２アダプターの出力電
流のピーク値を採取することにより、第２アダプターが出力電流を効果的に制御できるよ
うにする。
【００３３】
  以上において、第２アダプターの出力電流が第１脈動波形の電流である場合を例として
説明を行ったが、本発明に係る脈動波形は、完全な脈動波形であってもよく、完全な脈動
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波形をクリッピング処理して得られた脈動波形であってもよい。ここで、クリッピング処
理とは、脈動波形から一定の閾値を越えた部分をフィルタ処理にて排除し、脈動波形のピ
ーク値を制御することを指すものである。図２Ａに示されるように、本発明の一実施形態
において脈動波形は完全な脈動波形であり、また、図２Ｂに示されるように、本発明のも
う１つの実施形態において脈動波形はクリッピング処理を経て得られた脈動波形である。
【００３４】
  本発明において、電力変換部１１によって交流を第１脈動波形の電流に変換する方法に
ついては特に限定がないことが理解されるべきである。例えば、電力変換部１１から一次
フィルタ部及び二次フィルタ部を省き、第１脈動波形の電流を生成することにより、第２
アダプター１０から第１脈動波形の電流を出力できるようにし、しかも第２アダプター１
０の寸法を大きく減らし、第２アダプター１０の小型化を図ることができる。
【００３５】
  本発明の実施形態に係る被充電装置としては、「通信端末」（「端末」と略称すること
もある）であってもよく、有線回線接続（例えば、公衆交換電話網（ｐｕｂｌｉｃ  ｓｗ
ｉｔｃｈｅｄ  ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ  ｎｅｔｗｏｒｋ，ＰＳＴＮ）、デジタル加入者線（
ｄｉｇｉｔａｌ  ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ  ｌｉｎｅ，ＤＳＬ）、デジタルケーブル、直接
接続ケーブル、及び／又は別のデータ接続／ネットワーク）、及び／又は無線インタフェ
ース（例えば、セルラーネットワーク、無線ローカルエリアネットワーク（ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ  ｌｏｃａｌ  ａｒｅａ  ｎｅｔｗｏｒｋ，ＷＬＡＮ）、携帯型デジタルビデオ放送
（ｄｉｇｉｔａｌ  ｖｉｄｅｏ  ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ  ｈａｎｄｈｅｌｄ，ＤＶＢ
－Ｈ）ネットワークのようなデジタルテレビネットワーク、衛星ネットワーク、振幅変調
・周波数変調（ａｍｐｌｉｔｕｄｅ  ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ  ｍｏ
ｄｕｌａｔｉｏｎ，ＡＭ－ＦＭ）放送送信機、及び／又は別の通信端末に対する無線イン
タフェース）を介して通信信号の受送信を遂行する装置であってもよく、特に限定がない
。無線インタフェースを介して通信を行う通信端末を「無線通信端末」、「無線端末」及
び／又は「モバイル端末」と称することができ、そのうち、モバイル端末としては、衛星
又は携帯電話以外でも、セルラー無線通信、データ処理、ファクス及びデータ通信の機能
を兼ね備えたパーソナル通信システム（ｐｅｒｓｏｎａｌ  ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
  ｓｙｓｔｅｍ，ＰＣＳ）用の端末、無線通信、ページャ、インターネット／イントラネ
ットのアクセス、ウェブブラウザ、オーガナイザ、カレンダ及び／又は全地球測位システ
ム（ｇｌｏｂａｌ  ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ  ｓｙｓｔｅｍ，ＧＰＳ）受信機を一体化し
た携帯情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ  Ｄｉｇｉｔａｌ  Ａｓｓｉｓｔａｎｔ，ＰＤＡ）、
及び普通のラップトップ及び／又はパームトップ受信機又は無線電話通信装置を備える他
の電子デバイス等が挙げられるが、本発明はこれらに限定されない。
【００３６】
  本発明の一実施形態において、第２アダプター１０は充電インタフェース（例えば、図
１９Ａの充電インタフェース１９１）を備えてもよく、本発明においてこれらの充電イン
タフェースについては特に限定がない。例えば、汎用シリアルバス（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
  Ｓｅｒｉａｌ  Ｂｕｓ，ＵＳＢ）インタフェースを用いることができ、前記ＵＳＢイン
タフェースとしては、通常のＵＳＢインタフェース、ｍｉｃｒｏ  ＵＳＢインタフェース
、Ｔｙｐｅ－Ｃインタフェースが挙げられる。
【００３７】
  本発明の実施形態において、サンプル保持部１２の実施態様について特に制限がなく、
一般的に、サンプル保持部１２はコンデンサによって信号のサンプルと保持を実現するこ
とができる。以下、図３を参照しつつサンプル保持部１２の具体的な態様について更に詳
しく説明する。
【００３８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図３に示されるように、サンプル保持部１
２は電流サンプル部１４及び電流保持部１５を備える。電流サンプル部１４は電力変換部
１１に接続され、第１脈動波形の電流を検出してサンプル電流を取得すると同時に、サン
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プル電流をサンプル電圧に変換する。サンプル電圧は、第１脈動波形の電流の大きさを表
示するものである。電流保持部１５は、電流サンプル部１４及び電流採取制御部１３に接
続される。電流保持部１５は、電流サンプル部１４からのサンプル電圧を引き受け、サン
プル電圧に基づいて電流保持部１５内のコンデンサ（図３に図示せず）を充電する。電流
採取制御部１３は、電流採取制御部１３内のコンデンサ両端の電圧を採取することにより
、第１脈動波形の電流のピーク値を取得する。
【００３９】
  第１脈動波形が立ち上がりエッジにあるとき、電流保持部１５内のコンデンサは第１脈
動波形の電流の電流値が上昇するにつれて上昇し、サンプル保持部１２はサンプル状態を
維持する。第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジにあるとき、電流保持部１５内
のコンデンサ両端の電圧は変動せずに一定となり、サンプル保持部１２は保持状態を維持
する。
【００４０】
  本発明において、電流採取制御部１３を利用してサンプル保持部１２によって保持され
ている第１脈動波形の電流のピーク値を採取する。本発明の一実施形態において、電流採
取制御部１３はアナログ／デジタル変換器（Ａｎａｌｏｇ-ｔｏ-Ｄｉｇｉｔａｌ  Ｃｏｎ
ｖｅｒｔｅ，ＡＤＣ）を備え、電流採取制御部１３はＡＤＣによって第１脈動波形の電流
のピーク値を採取することができる。本発明の一実施形態において、電流制御部１３は、
更に制御部を備え、該制御部としては、マイクロコントローラユニット（Ｍｉｃｒｏｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｒ  Ｕｎｉｔ，ＭＣＵ）を使用することができる。該制御部は、ＡＤＣポ
ートを備え、該ＡＤＣポートを介してサンプル保持部１２内のコンデンサに接続され、コ
ンデンサ両端の電圧を採取することで第１脈動波形の電流のピーク値を採取することがで
きる。
【００４１】
  サンプル保持部１２がサンプル状態を維持するとき、コンデンサ両端の電圧が第１脈動
波形の電流の電流値の増加につれて増加し、これは充電プロセスに相当する。サンプル保
持部１２が保持状態を維持するとき、コンデンサ両端の電圧が最大値に達する。ここで、
予めコンデンサ両端の電圧と第１脈動波形の電流値の対応関係を確定することができ、よ
って、電流採取制御部１３はコンデンサ両端の電圧値を採取することにより、第１脈動波
形の電流のピーク値を取得することができる。
【００４２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３は、更に第１脈動波形
の電流のピーク値を採取した後に、サンプル保持部１２を保持状態からサンプル状態に移
行させる。
【００４３】
  具体的には、第１脈動波形の電流のピーク値がリアルタイムに変化することがあり、こ
のとき第１脈動波形の電流のピーク値を測定し続けて電流情報のリアルタイム性及び正確
性を確保し、全充電プロセスがスムーズに行われるようにする。そこで、本発明の実施形
態に係る電流採取制御部１３は、第１脈動波形の電流のピーク値を採取した後に、サンプ
ル保持部１２をサンプル状態に移行させて第１脈動波形の電流に対して再びサンプルを行
い、第１脈動波形の電流ピーク値を採取する際のリアルタイム性及び正確性を確保する。
【００４４】
  更に、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３は第１脈動波形の各周期内に
おいてピーク値を一回採取し、該ピーク値を採取した後にサンプル保持部１２を保持状態
からサンプル状態に切り換える。このように、電流採取制御部１３によって採取された第
１脈動波形の電流のピーク値は、第１脈動波形の周期を１単位としてリアルタイムに更新
され、第１脈動波形の電流ピーク値を採取する際のリアルタイム性及び正確性を確保する
。
【００４５】
  上述のことから、第２アダプター１０の出力電流、すなわち充電電流は第１脈動波形の



(13) JP 6589046 B6 2019.12.11

10

20

30

40

50

電流になっていると理解できる。該充電電流は一定の間隔で電池を充電することができ、
該充電電流の周期は電網の周波数に追従して変動する。本発明の一実施形態において、該
充電電流の周期に対応する周波数は、電網の周波数の整数倍又は逆数倍になっており、つ
まり、該充電電流は一定の間隔をもって電池を充電する。本発明の一実施形態において、
該充電電流は、電網に同期する１個又は１組のパルスで形成される。
【００４６】
  敢えて説明しておくが、電流採取制御部１３は、サンプル保持部１２を保持状態から採
取状態に切り換えるときに幾つかの方法を利用することができ、例えば、電流採取制御部
１３は、サンプル保持部１２内のコンデンサを放電処理することでコンデンサ両端の電荷
を全部放出し、次のサンプル周期の再開を待ってサンプル保持部１２内のコンデンサを再
び充電させることが理解されるべきである。
【００４７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図４に示されるように、サンプル保持部１
２はサンプル保持部１２内のコンデンサ（図４に図示せず）によって第１脈動波形の電流
のピーク値を保持することができる。電流採取制御部１３は、更に放電部１６及び制御部
１７を備え、放電部１６は、それぞれ制御部１７及びサンプル保持部１２内のコンデンサ
に接続される。放電部１６は、制御部１７に制御されてサンプル保持部１２内のコンデン
サ両端の電荷を放出させ、サンプル保持部１２が保持状態からサンプル状態に切り換える
ようにする。更に、制御部１７は、サンプル保持部１２によって保持されている第１脈動
波形の電流のピーク値を採取することもできる。
【００４８】
  放電部１６は、幾つかの方法を利用してその機能を実現することができ、例えば、放電
部１６は、サンプル保持部１２内のコンデンサに直列接続されるスイッチ及び抵抗を備え
ることができる。放電処理が必要であるとき、制御部１７はスイッチをオンにし、コンデ
ンサが該抵抗へ放電することでコンデンサ両端の電荷を放出する。
【００４９】
  本発明において、電流採取制御部１３によってサンプル保持部１２が保持状態になって
いるか否かを判断する方法については特に限定がない。以下、具体的な実施形態に基づい
て更に詳しく説明する。
【００５０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３はサンプル保持部１２
がサンプルした電流値をリアルタイムに測定することができ、２回の測定で得られた電流
値が一定であると、サンプル保持部１２が保持状態になっていることを意味する。
【００５１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３は同期信号を受信し、
同期信号に基づいてサンプル保持部１２が保持状態になっているか否かを判断する。同期
信号の周期は第１脈動波形の周期の１／Ｎであり、Ｎは１以上の整数である。
【００５２】
  第１脈動態様の電流が周期的に変化するため、サンプル保持部１２がサンプル状態から
保持状態に至るまでの時間間隔は、前記第１脈動波形の電流の周期と関連性を示す（該時
間間隔としては、第１脈動波形の電流の周期の１／２であってもよい）。そこで、本発明
の実施形態において、第１脈動波形の周期と特定の関係を示す同期信号（すなわち、同期
信号の周期は、第１脈動波形の周期の１／Ｎである）を導入し、該同期信号に基づいてサ
ンプル保持部１２の動作状態を判断する。例えば、同期信号と第１脈動波形の周期及び／
又は位相の関係を利用することで、第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっ
ているか否かを確定することができる。第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジに
あると、サンプル保持部１２が保持状態になっていると判断できる。本発明において、第
１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを確定するということは
、第１脈動波形が第１脈動波形のピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを確
定することを意味する。逆に、上記第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっ
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ているか否かを確定するということは、第２アダプターの現在の出力電流が第１脈動波形
のピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否か、或いは第２アダプターの現在の出
力電流が第１脈動波形のピーク値又は立ち下がりエッジに対応する電流であるか否かを確
定することを意味する。
【００５３】
  好ましくは、１つの実施形態としては、第１脈動波形の周期を同期信号の周期に一致さ
せることができる。更に、本発明の一実施形態において、第１脈動波形が同期信号と同じ
位相を有してもよく、つまり、同期信号が立ち上がりエッジにあるとき、第１脈動波形も
立ち上がりエッジにあり、同期信号がピーク値又は立ち下がりエッジにあるとき、第１脈
動波形ピーク値又は立ち下がりエッジにあることを意味する。第１脈動波形がピーク値又
は立ち下がりエッジにあるとき、サンプル保持部１２が保持状態になっているため、同期
信号がどのタイミングでピーク値又は立ち下がりエッジになっているかを判断さえできれ
ば、サンプル保持部１２がどのタイミングで保持状態になっているかを判断できる。別の
実施形態において、第１脈動波形の位相は同期信号の位相と一定の差を示してもよく、例
えば９０度、又は１８０度の差を示すことができる。このとき、両者の周期と位相の関係
に基づいて第１脈動波形がどのタイミングでピーク値又は立ち下がりエッジになっている
かを上述と同様に判断することができ、更にサンプル保持部１２がどのタイミングで保持
状態になっているかを判断することができる。
【００５４】
  同期信号の周期が第１脈動波形の周期の１／２、１／３、１／４等である場合において
も、同期信号と第１脈動波形の位相及び周期との関係に基づいてサンプル保持部１２の動
作状態を上述と同様に判断することができる。図５において、同期信号の波形を実線で示
し、第１脈動波形の波形を破線で示している。同期信号の周期が第１脈動波形周期の１／
２であるため、同期信号が負の半サイクルにあるとき、第１脈動波形がピーク値又は立ち
下がりエッジにあり、サンプル保持部１２が保持状態を維持する。したがって、同期信号
の波形がどのタイミングで負の半サイクルにあるかを判断さえできれば、第１脈動波形が
どのタイミングでピーク値又は立ち下がりエッジになっているかを判断でき、他の場合で
もこれに似ているため、重複説明を省略する。
【００５５】
  なお、同期信号としては、脈動波形の同期信号、三角波形の同期信号以外、他の種類の
同期信号も可能だが、これらに限定されない。
【００５６】
  本発明において、同期信号の取得方法について特に限定がない。以下、具体的な実施形
態を挙げて同期信号の好適な取得方法を説明する。
【００５７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３は、電力変換部１１に
接続され、電力変換部１１から同期信号を取得する。
【００５８】
  電力変換部１１から取得した同期信号としては、電力変換部１１が引き受けた交流信号
、電力変換部１１が一次整流後に得られた電流／電圧信号、電力変換部１１の一次側から
二次側にカップリングさせた電流／電圧信号、二次整流後の電流／電圧信号等が挙げられ
るが、これらに限定されないことが理解されるべきである。
【００５９】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図６に示されるように、電力変換部１１は
一次部１８及び二次部１９を備える。電流採取制御部１３は、二次部１９に接続され、二
次部１９から同期信号を取得する。
【００６０】
  二次部１９から同期信号を取得する際に幾つかの方法を利用することができ、例えば、
二次部１９の母線（ＶＢＵＳ）から同期信号を直接取得することができることが理解され
るべきである。具体的には、第２アダプター１０から第１脈動波形の電流が出力され、且



(15) JP 6589046 B6 2019.12.11

10

20

30

40

50

つ第２アダプター１０の出力端が二次部１９の母線に接続されるため、二次部１９の母線
にも第１脈動波形の電流が流されるようになり、二次部１９の母線から同期信号を直接取
得することができる。また、図７に示されるように、二次部１９は第１整流部２０を備え
、第１整流部２０は電流採取制御部１３に接続される。第１整流部２０は、一次部１８か
ら二次部１９にカップリングされた電流を整流して第２脈動態様の電圧を取得し、第２脈
動波形の電圧を同期信号として電流採取制御部１３に送信する。
【００６１】
  二次部１９自体に二次整流部を備えるため、該二次整流部と上記第１整流部２０とを２
つのそれぞれ独立した整流部として設けることができる。二次整流部は、一次側から二次
側にカップリングされた電流を整流して第２アダプターの出力電流を取得する。第１整流
部は、一次側から二次側にカップリングされた電流を整流して同期信号を取得する。図２
１を参照されたく、図２１における符号３９で表される部分が、いわゆる二次整流部に相
当する。該二次整流部３９及び第１整流部２０は、何れも変圧器Ｔ１の二次巻き線側に近
接して設けられ、第２アダプターによって一次側から二次側にカップリングさせた電流を
整流する。
【００６２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図８に示されるように、電力変換部１１は
一次部１８及び二次部１９を備え、電流採取制御部１３は、一次部１８に接続され、一次
部１８から同期信号を取得する。
【００６３】
  一次部１８から同期信号を取得する際に幾つかの方法を利用することができると理解さ
れるべきである。例えば、一次部１８から交流信号を直接取得し、該交流信号を同期信号
として電流採取制御部１３に送信することができ、或いは、一次部１８内の整流回路によ
って整流された脈動直流信号を同期信号として電流採取制御部１３に送信することができ
る。
【００６４】
  具体的には、図９に示されるように、一次部１８は、交流ＡＣを整流して第３脈動波形
の電圧を取得する。第３脈動波形と第１脈動波形とは同じ周期を有する。一次部１８は、
フォトカプラ部２１を介して第３脈動波形の電圧を第２アダプター１０の一次側から二次
側にカップリングさせて第４脈動波形の電圧を取得し、且つ第４脈動波形の電圧を同期信
号として電流採取制御部１３に送信することができる。フォトカプラ部２１は、一次側と
二次側との間の相互作用を遮断する機能を奏する。また、代替の手段として、一次部１８
は、フォトカプラ部２１を介せずに第３脈動波形の電圧を電流採取制御部１３に直接送信
することもできるが、本発明はこれらに限定されない。
【００６５】
  以上は、具体的な実施形態を挙げて電力変換部１１から同期信号を取得する方法を詳し
く説明したが、同期信号の取得方法はこれらに限定されず、以下において同期信号の他の
取得方法を詳述する。
【００６６】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３は、サンプル保持部１
２から同期信号を取得することができる。
【００６７】
  具体的には、サンプル保持部１２は、第２アダプターの出力電流、すなわち第１脈動波
形の電流をサンプルしてサンプル電流を取得するため、サンプル保持部１２のサンプル電
流又は該サンプル電流に対応するサンプル電圧等の信号は何れも第１脈動波形の電流と同
じ周期及び位相を有することになる。該サンプル電流又はサンプル電圧を同期信号とする
ことで、サンプル保持部１２の動作状態に対する判断ロジックを簡略化にすることができ
る。
【００６８】
  通常の場合、サンプル保持部１２は、第１脈動波形の電流をサンプルしてサンプル電流
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を取得し、更にサンプル電流を、第１脈動波形の電流の大きさを表示するサンプル電圧に
変換することができる。サンプル保持部１２は、該サンプル電圧を同期信号として電流採
取制御部１３に送信することができる。例えば、図２１を参照されたく、図２１における
検流計の出力ポート（ＯＵＴＰＵＴ）からの電圧信号を同期信号とすることができる。
【００６９】
  以上は、主に同期信号の取得方法について説明を行ったが、以下において、具体的な実
施形態を挙げて同期信号に基づいて第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっ
ているか否かを判断する方法を詳述する。
【００７０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、電流採取制御部１３は、同期信号に基づい
て第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっている否かを判断し、第１脈動波
形がピーク値又は立ち下がりエッジになっていると判断できた場合、サンプル保持部１２
によって保持されている第１脈動波形の電流のピーク値を採取する。
【００７１】
  具体的には、サンプル保持部１２は、コンデンサの充放電状態に基づいてサンプル状態
と保持状態との間で切り替えることができる。第１脈動波形が立ち上がりエッジにあると
き、サンプル保持部１２内のコンデンサは充電状態となり、該コンデンサ両端の電圧が第
１脈動波形の電流の増加につれて増加し、このときサンプル保持部１２はサンプル状態を
維持する。第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジにあるとき、該コンデンサ両端
の電圧は更に増加することなく、このときサンプル保持部１２は保持状態を維持する。し
たがって、第１脈動波形がどのタイミングでピーク値又は立ち下がりエッジになっている
かを判断することにより、サンプル保持部１２がどのタイミングで保持状態になっている
かを判断できる。同期信号の周期及び位相が第１脈動波形の周期及び位相と一定の関係を
示すため、同期信号の周期及び／又は位相に基づいて第１脈動波形がピーク値又は立ち下
がりエッジになっているか否かを確定することができる。例えば、同期信号と第１脈動波
形とが同じ位相を有する場合、同期信号がピーク値又は立ち下がりエッジになっていると
、第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっていることを意味する。また、同
期信号が第１脈動波形と同じ周期を有し、且つ位相において半サイクルの差を示す場合、
同期信号が立ち上がりエッジになっていると、第１脈動波形もピーク値又は立ち下がりエ
ッジになっていることを意味する。
【００７２】
  同期信号の位相の測定方法としては幾つかの方法が挙げられ、例えば、検流計又は電圧
計を用いて同期信号の電流又は電圧をリアルタイムに測定することにより同期信号の位相
を確定し、第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを判断する
ことができる。但し、このような方法では電流／電圧測定回路を別途設ける必要があるた
め、構成が複雑になってしまう。そこで、以下においてコンパレータに基づく２つの方法
を挙げ、これらの方法を利用して同期信号の電圧と基準電圧を比較することで、第１脈動
波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを容易に判断することができる
。
【００７３】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図１０に示されるように、電流採取制御部
１３は、コンパレータ２２及び制御部２３を備える。コンパレータ２２の第１入力端は同
期信号を受信し、コンパレータ２２の第２入力端は基準電圧を受信する。制御部２３は、
コンパレータ２２の出力端に接続され、同期信号の電圧と基準電圧の比較結果に基づいて
第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを判断する。本発明の
一実施形態において、第１入力端がコンパレータの非反転入力端であり、第２入力端がコ
ンパレータの反転入力端である。別の実施形態において、第１入力端がコンパレータの反
転入力端であり、第２入力端がコンパレータの非反転入力端である。
【００７４】
  本発明において、基準電圧の電圧値の設定方法について特に制限がなく、同期信号がゼ
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ロクロス点の脈動波形の信号である場合を例とすると、基準電圧の電圧値を「０」より大
きく且つ同期信号のピーク値未満の電圧値に設定することができる。また、同期信号が交
流信号である場合には、基準電圧の電圧値を「０」に設定することができると理解される
べきである。
【００７５】
  なお、本発明において、上述した同期信号の電圧と基準電圧の比較結果に基づき第１脈
動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを判断する方法については特
に制限がなく、これは同期信号の周期及び位相と、第１脈動波形の周期及び位相とに関連
するものである。以下、図１１及び図１２を参照しつつ、同期信号と第１脈動波形が同じ
周期を有する場合を例として、第１脈動波形のピーク値又は立ち下がりエッジの判断方法
を説明する。図１１及び図１２の実施形態において、電流採取制御部１３は、第１脈動波
形の各周期においてサンプル保持部によって保持されている第１脈動波形の電流のピーク
値を採取する。採取が終わると、電流採取制御部１３は、直ちに制御電圧を放電部内のＭ
ＯＳトランジスタに供給して放電部内のＭＯＳトランジスタを開通させるように制御し、
サンプル保持部１２内のコンデンサ両端の電荷を放出する。但し、図１１及び図１２は例
示に過ぎず、本発明はこれらに限定されず、電流採取制御部１３は、例えば、複数の周期
を隔てて第１脈動波形の電流のピーク値を一回採取することができる。なお、放電部は、
ＭＯＳトランジスタ以外の手段、例えば、他のスイッチング素子を利用して放電部の開閉
を実現することができる。
【００７６】
  図１１の実施形態において、同期信号と第１脈動波形（第１脈動波形は、クリッピング
処理を施した脈動波形である）は、同じ位相を有する。図１１から、同期信号と第１脈動
波形が同じ位相を有するため、同期信号がピーク値又は立ち下がりエッジにあるとき、第
１脈動波形もピーク値又は立ち下がりエッジにあることが分かる。したがって、同期信号
がどのタイミングで同期信号の波形のピーク値又は立ち下がりエッジになっているかを判
断さえできれば、第１脈動波形がどのタイミングでピーク値又は立ち下がりエッジになっ
ているかを察知できる。
【００７７】
  更に、同期信号がどのタイミングでピーク値又は立ち下がりエッジになっているかを判
断するために、図１１の実施形態においてはコンパレータを導入し、該コンパレータは、
同期信号と基準電圧の電圧値を比較することでコンパレータの出力レベルの変化グラフ、
すなわち図１１に示される矩形波を取得する。該矩形波から、コンパレータの出力レベル
がハイレベルからローレベルに遷移する時点（以下、「目標時点」と称する）で、第１脈
動波形が立ち下がりエッジになっていることが分かる。このとき、サンプル保持部１２内
のコンデンサが保持状態を維持するため、本発明の実施形態において目標時点をピーク値
のサンプル点とし、電流採取制御部１３を制御することでサンプル保持部１２内のコンデ
ンサ両端の電圧を採取し、そして第１脈動波形の電流のピーク値を取得する。また、第１
脈動波形の電流のピーク値を採取した後、直ちに放電部内のＭＯＳトランジスタを開通さ
せてサンプル保持部１２内のコンデンサ両端の電荷を放出し、次の周期での採取に構える
ようにする。
【００７８】
  図１２の実施形態において、同期信号と第１脈動波形の位相は１８０°の差を示し、且
つ第１脈動波形はクリッピング処理が施された脈動波形である。図１２から、同期信号と
第１脈動波形の位相が１８０°の差を示すため、同期信号がピーク値又は立ち上がりエッ
ジになっているとき、第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっていることが
分かる。したがって、同期信号がどのタイミングでピーク値又は立ち上がりエッジになっ
ているかを判断さえできれば、第１脈動波形がどのタイミングでピーク値又は立ち下がり
エッジになっているかを察知できる。
【００７９】
  更に、同期信号がどのタイミングでピーク値又は立ち上がりエッジになっているかを判
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断するために、図１２の実施形態においてコンパレータを導入し、該コンパレータは、同
期信号と基準電圧の電圧値を比較することでコンパレータの出力レベルの変化グラフ、す
なわち図１２に示される矩形波を取得する。該矩形波から、コンパレータの出力レベルが
ローレベルからハイレベルに遷移する時点（以下、「目標時点」と称する）で、第１脈動
波形が立ち下がりエッジになっていることが分かる。このとき、サンプル保持部１２内の
コンデンサが保持状態を維持するため、本発明の実施形態において目標時点をピーク値の
サンプル点とし、電流採取制御部１３を制御することでサンプル保持部１２内のコンデン
サ両端の電圧を採取し、そして第１脈動波形の電流のピーク値を取得する。また、第１脈
動波形の電流のピーク値を採取した後、直ちに放電部内のＭＯＳトランジスタを開通させ
てサンプル保持部１２内のコンデンサ両端の電荷を放出し、次の周期での採取に構えるよ
うにする。
【００８０】
  好ましくは、別の実施形態において、図１３に示されるように、電流採取制御部１３は
、比較部２４及び制御部２５を備えてもよく、比較部２４は、コンデンサ２６及びコンパ
レータ２７を備えてもよい。コンデンサ２６は、同期信号を受信した後に同期信号内の直
流信号をフィルタ処理し、ゼロクロス点の交流信号を取得する。コンパレータ２７の第１
入力端は、コンデンサ２６に接続されて交流信号を受信する。コンパレータ２７の第２入
力端は、基準電圧を受信する。コンパレータ２７は、交流信号の電圧と基準電圧を比較す
るためのものである。制御部２５は、コンパレータ２７の出力端に接続され、交流信号の
電圧と基準電圧の比較結果に基づいて第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジにな
っているか否かを判断する。更に、本発明の実施形態において、基準電圧の電圧値を「０
」に設定することができる。本発明の一実施形態において、第１入力端がコンパレータの
非反転入力端であり、第２入力端がコンパレータの反転入力端である。また、別の実施形
態において、第１入力端がコンパレータの反転入力端であり、第２入力端がコンパレータ
の非反転入力端である。
【００８１】
  同期信号が脈動波形の信号である場合を例として、脈動波形の信号を、直流信号（又は
直流成分）とゼロクロス点の交流信号（又は交流成分）とを混合して得られる信号と見な
すことができ、コンデンサ２６によって脈動波形信号内の直流信号をフィルタ処理し、ゼ
ロクロス点の交流信号を残すことができる。このように、コンパレータ２７の基準電圧を
「０」（例えば、コンパレータの第２入力端を接地すること）に設定することで、同期信
号の位相を容易に判断することができる。
【００８２】
  更に、本発明の実施形態において、交流信号及び基準電圧に基づき、同期信号及び第１
脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを判断する際に幾つかの方
法を利用することができ、これは交流信号の周期及び位相と第１脈動波形の周期及び位相
とに関連するものである。具体的な判断方法としては、図１１及び図１２に示される判断
方法に似ており、重複説明を省略する。
【００８３】
  以上は、第１脈動波形の電流のピーク値を取得するための方法を詳しく説明したが、以
下において具体的な実施形態を挙げて、得られた第１脈動波形の電流ピーク値に基づいて
充電プロセルを制御する方法を詳述する。
【００８４】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図１４に示されるように、第２アダプター
１０は電圧調整部２８を更に備える。電圧調整部２８は電力変換部１１に接続され、第２
アダプター１０の出力電圧を測定、調整する。電流採取制御部１３は、電圧調整部２８に
接続され、電圧調整部２８によって第１脈動波形の電流のピーク値を調整する。
【００８５】
  電圧調整部２８の基本機能は、第２アダプターの出力電圧を調整することであることが
理解されるべきである。具体的には、電圧調整部２８は、電力変換部１１によって第２ア
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ダプター１０の出力電圧を測定し、且つ電力変換部１１によって第２アダプター１０の出
力電圧を調整する。つまり、電圧調整部２８と電力変換部１１が連携して第２アダプター
の出力電圧のフィードバック制御システムを形成し、該フィードバック制御システムを電
圧フィードバックループと称することもできる。第２アダプターの出力電力が一定である
場合、電圧を調整すると電流も次第に変化することが理解されるべきである。したがって
、本発明の実施形態に係る電流採取制御部１３は、第１脈動波形の電流のピーク値を採取
した後、上記電圧フィードバックループを利用して電流の調整を実現することができる。
例えば、電流採取制御部１３が第１脈動波形の電流の現在のピーク値を採取し、該現在の
ピーク値を目標ピーク値に調整しようとする場合、ソフトウェアによって第１脈動波形の
電流のピーク値を目標ピーク値に調整する時に対応する第２アダプター１０の出力電圧の
目標値を演算することができ、その後、上記電圧フィードバックループを利用して第２ア
ダプター１０の出力電圧を該目標値に調整することができる。
【００８６】
  本発明の実施形態に係る電流採取制御部１３と電圧フィードバックループが連携して、
第２アダプターの出力電流のピーク値のフィードバック制御システムを形成し、該フィー
ドバック制御システムを電流フィードバックループと称することもできる。つまり、本発
明の実施形態は、電圧フィードバックループ（ハードウェアによって実現される）に加え
て電流フィードバックループ（電圧フィードバックループに基づき、ソフトウェアの演算
によって実現される）も兼ね備えることで、第２アダプターが第２アダプターの出力電圧
の制御及び出力電流の制御を共に実現することができるようにし、第２アダプターの多機
能化、高知能化が図られる。
【００８７】
  電流採取制御部１３が電圧調整部２８によって第１脈動波形の電流のピーク値を調整す
る際に幾つかの方法を利用することができ、以下、図１５及び図１７を参照しながらより
詳しく説明する。
【００８８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図１５に示されるように、電圧調整部２８
は電圧サンプル部２９、電圧比較部３０及び電圧制御部３１を備える。電圧サンプル部２
９は、電力変換部１１に接続され、第２アダプター１０の出力電圧をサンプルして第１電
圧を取得する。電圧比較部３０の入力端は、電圧サンプル部２９に接続され、第１電圧と
第１基準電圧を比較するものである。電圧制御部３１の入力端は電圧比較部３０の出力端
に接続され、電圧制御部３１の出力端は電力変換部１１に接続される。電圧制御部３１は
、第１電圧と第１基準電圧の比較結果に基づいて第２アダプター１０の出力電圧を制御す
る。電流採取制御部１３は、電圧比較部３０に接続され、第１基準電圧の電圧値を調整す
ることで第１脈動波形の電流のピーク値を調整する。
【００８９】
  具体的には、電圧サンプル部２９の入力端を第２アダプターの母線（ＶＢＵＳ）に接続
することで、第２アダプターの出力電圧を採取することができる。本発明の一実施形態に
おいて、電圧サンプル部２９は１つのワイヤで構成されてもよく、このとき、電圧サンプ
ル部２９によってサンプルされる第１電圧が第２アダプターの出力電圧となる。別の実施
形態において、電圧サンプル部２９は、分圧効果を奏する２つの抵抗を備え、このとき、
電圧サンプル部２９によってサンプルされる第１電圧は２つの抵抗によって分圧された電
圧である。電圧比較部３０は、演算増幅器によって実現されてもよく、演算増幅器の片方
の入力端に電圧サンプル部２９からの第１電圧が流され、他方の入力端に第１基準電圧が
流される。演算増幅器の出力端では、第１電圧と第１基準電圧が同じであるか否かを表示
する電圧フィードバック信号を生成する。電圧制御部３１は、フォトカプラ及びＰＷＭコ
ントローラ等の素子によって実現されてもよく、電圧比較部３０によって提供される電圧
フィードバック信号に基づいて第２アダプターの出力電圧を調整する。第２アダプターの
出力電力が一定である場合、電流採取制御部１３は、第１脈動波形の電流のピーク値の期
待値に基づき、対応する第２アダプターの出力電圧の期待値を算出することができる。そ
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して、第１基準電圧の電圧値を調整することにより、第２アダプターの出力電圧を該第２
アダプターの出力電圧の期待値に調整し、更に第１脈動波形の電流のピーク値を第１脈動
波形の電流のピーク値の期待値に調整する。
【００９０】
  電流採取制御部１３が第１基準電圧の電圧値を調整する際に幾つかの方法を利用するこ
とができる。好ましくは、本発明の一実施形態において、図１６に示されるように、電流
採取制御部１３は、制御部３２及びデジタル／アナログ変換器（Ｄｉｇｉｔａｌ  ｔｏ  
Ａｎａｌｏｇ  Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ，ＤＡＣ）３３を備える。ＤＡＣ３３の入力端は制御
部３２に接続され、ＤＡＣ３３の出力端は電圧比較部３０に接続される。制御部３２は、
ＤＡＣ３３によって第１基準電圧の電圧値を調整することにより、第１脈動波形の電流の
ピーク値を調整する。好ましくは、別の実施形態において、制御部３２は、更にＲＣ部、
デジタルポテンショメータ等の回路によって第１基準電圧の電圧値を調整することができ
るが、本発明はこれらに限定されない。
【００９１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図１７に示されるように、電圧調整部２８
は、分圧部３４、電圧比較部３０及び電圧制御部３１を備える。分圧部３４の入力端は、
電力変換部１１に接続され、設定された分圧比に従って第２アダプター１０の出力電圧を
分圧して第２電圧を生成する。電圧比較部３０の入力端は、分圧部３４の出力端に接続さ
れ、第２電圧と第２基準電圧を比較するためのものである。電圧制御部３１の入力端は電
圧比較部３０の入力端に接続され、電圧制御部３１の出力端は電力変換部１１に接続され
る。電圧制御部３１は、第２電圧と第２基準電圧の比較結果に基づいて第２アダプター１
０の出力電圧を制御する。電流採取制御部１３は、電圧比較部３０に接続され、分圧比を
調整することで第１脈動波形の電流のピーク値を調整する。
【００９２】
  本発明の実施形態は、分圧部の導入を除き、図１５の実施形態に似たような構成になっ
ており、該分圧部の分圧比は調整可能なものである。更に、本発明の実施形態に係る電流
採取制御部１３は、電圧比較部３０の基準電圧を調整することで第１脈動波形の電流のピ
ーク値を調整するものでなく、分圧部３４の分圧比を調整することで第１脈動波形の電流
のピーク値を調整するものである。本発明の実施形態によると、分圧部を利用することで
第２アダプターの出力電圧のサンプルだけでなく、第１脈動波形の電流のピーク値の調整
も実現でき、第２アダプターの回路構造の簡略化が図られる。
【００９３】
  本発明の実施形態においては、分圧部の分圧比を調整することで第１脈動波形の電流の
ピーク値を調整することが理解されるべきである。そのため、本発明の実施形態に係る電
圧比較部の基準電圧（すなわち、上述の第２基準電圧）を一定値にすることができる。
【００９４】
  本発明の実施形態に係る分圧部３４を、幾つかの態様で実現することができ、例えば、
デジタルポテンショメータによって実現してもよく、或いは個別の抵抗、スイッチ等の素
子によって上記分圧及び分圧比を調整してもよい。
【００９５】
  デジタルポテンショメータの場合を例とすると、図１８に示されるように、電流採取制
御部１３は制御部３２を備え、分圧部３４はデジタルポテンショメータ３５備える。また
、デジタルポテンショメータ３５の高電位端は電力変換部１１に接続され、デジタルポテ
ンショメータ３５の低電位端はグランドに接続され、デジタルポテンショメータ３５の出
力端は電圧比較部３０に接続される。制御部３２は、デジタルポテンショメータ３５の制
御端に接続され、デジタルポテンショメータ３５の制御端を介してデジタルポテンショメ
ータ３５の分圧比を調整することにより、第１脈動波形の電流のピーク値を調整する。
【００９６】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、第２アダプター１０は、第１充電モード及
び第２充電モードで動作可能であり、第２充電モードで第２アダプター１０の被充電装置
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（例えば、端末）への充電速度が第１充電モードで第２アダプター１０の被充電装置（例
えば、端末）への充電速度（例えば、上記第１脈動波形の電流を、前記第２充電モードに
おける第２アダプターの出力電流とする）を上回る。つまり、第１充電モードで動作する
第２アダプター１０に比べ、第２充電モードで動作する第２アダプター１０は、より短い
時間で被充電装置（例えば、端末）内の同じ容量の電池を満充電することができる。
【００９７】
  第２アダプター１０に制御部を備え、第２アダプター１０と被充電装置（例えば、端末
）とが接続されると、制御部は、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことに
より、第２充電モードでの充電プロセスを制御する。該制御部としては、上記任意の１つ
の実施形態で取り上げた制御部を用いることができ、第１調整部内の制御部であってもよ
く、第２調整部内の制御部であってもよい。
【００９８】
  また、第１充電モードを普通充電モードとし、第２充電モードを急速充電モードとする
ことができ、該普通充電モードとは、第２アダプターから比較的低い電流値（通常、２．
５Ａ未満）又は比較的低い電力（通常、１５Ｗ未満）を出力して被充電装置（例えば、端
末）内の電池を充電することを指し、普通充電モードで比較的大きい容量の電池（例えば
、容量が３０００ｍＡの電池）を満充電しようとすると、通常、数時間以上の時間がかか
る。しかし、急速充電モードでは第２アダプターから比較的高い電流（２．５Ａを超え、
例えば４．５Ａ、５Ａ又はそれ以上）又は比較的高い電力（通常、１５Ｗ以上）を出力し
て被充電装置（例えば、端末）内の電池を充電するため、普通充電モードに比べ、急速充
電モードでは第２アダプターがより短い時間で同じ容量の電池を満充電することができ、
充電速度がより速い。
【００９９】
  本発明において、第２アダプターの制御部と被充電装置（例えば、端末）との通信内容
、及び第２充電モードにおける第２アダプターの出力に対する制御部の制御方式について
は特に限定がなく、例えば、制御部は、被充電装置（例えば、端末）と通信を行うことで
被充電装置（例えば、端末）内の電池の現在電圧又は現在電量を交換し、更に電池の現在
電圧又は現在電量に基づいて第２アダプターの出力電圧又は出力電流を調整することがで
きる。以下、具体的な実施形態を挙げて制御部と被充電装置（例えば、端末）との間の通
信内容、及び第２充電モードにおける第２アダプターの出力に対する制御部の制御方法に
ついて詳細に説明する。
【０１００】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双
方向通信を行うことにより、第２アダプターが第２充電モードで出力するよう制御を行う
ことは、制御部は、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第２ア
ダプターと被充電装置（例えば、端末）との間の充電モードを協議することを含む。
【０１０１】
  本発明の実施形態において、第２アダプターが無理に第２充電モードで被充電装置（例
えば、端末）を急速充電することなく、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行う
ことにより、第２充電モードで第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への急速
充電を実行するかどうかを協議し、充電プロセスの安全性を確保する。
【０１０２】
  具体的には、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第
２アダプターと被充電装置（例えば、端末）との間の充電モードを協議することは、制御
部は、第１インストラクションを被充電装置（例えば、端末）に送信し、第１インストラ
クションによって被充電装置（例えば、端末）に第２充電モードを起動するか否かを照会
することと、制御部は、被充電装置（例えば、端末）から、被充電装置（例えば、端末）
が第２充電モードの起動に同意なのか否かを表示する前記第１インストラクションの応答
インストラクションを受信することと、被充電装置（例えば、端末）が第２充電モードの
起動に同意すると、制御部は、第２充電モードで被充電装置（例えば、端末）を充電する
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ことと、を含む。
【０１０３】
  本発明において、第２アダプター（又は第２アダプターの制御部）と被充電装置（例え
ば、端末）の従属関係については特に限定がなく、つまり、制御部及び被充電装置（例え
ば、端末）のうちどちらか一方がマスター側となって双方向通信による会話を発起し、他
方がスレーブ側となってマスター側が発起した通信に対して第１返答又は第１応答を返信
することができる。１つの実施可能な形態として、通信時に、グランドに対する第２アダ
プター側と被充電装置（例えば、端末）側の出力レベルを比較することでマスター側、ス
レーブ側をそれぞれ確定することができる。
【０１０４】
  本発明において、第２アダプター（又は、第２アダプターの制御部）と被充電装置（例
えば、端末）との間で双方向通信を行う際の具体的な実施形態については特に限定がなく
、つまり、第２アダプター（又は、第２アダプターの制御部）及び被充電装置（例えば、
端末）のうちどちらか一方がマスター側となって通信会話を発起し、他方がスレーブ側と
なってマスター側が発起した通信会話に対して第１返答又は第１応答を返信し、同時にマ
スター側が前記スレーブ側の第１返答又は第１応答に対して第２返答を発信することがで
きれば、マスター側とスレーブ側との間で充電モードの協議を一回完成したと見なされる
。１つの実施可能な形態として、マスター側とスレーブ側との間で数回に渡って充電モー
ドの協議を行った後にマスター側とスレーブ側との間の充電操作を実行してもよく、よっ
て、協議後の充電プロセスの安全性、信頼性を確保する。
【０１０５】
  マスター側が前記スレーブ側の通信会話に対する第１返答又は第１応答に基づいて第２
返答を発信するとき、マスター側は、前記スレーブ側の通信会話に対する第１返答又は第
１応答を受信し、そして前記スレーブ側の第１返答又は第１応答に基づいて第２返答を発
信することができる。例えば、マスター側が指定時間内に前記スレーブ側の通信会話に対
する第１返答又は第１応答を受信すると、マスター側は、前記スレーブ側の第１返答又は
第１応答に対して第２返答を発信することができる。具体的には、マスター側とスレーブ
側との間で充電モードの協議を一回完成すると、協議結果に基づいてマスター側とスレー
ブ側との間で第１充電モード又は第２充電モードで充電操作を実行し、すなわち第２アダ
プターが協議結果に基づいて第１充電モード又は第２充電モードで被充電装置（例えば、
端末）を充電する。
【０１０６】
  更に、マスター側が前記スレーブ側の通信会話に対する第１返答又は第１応答に基づい
て第２返答を発信するとき、マスター側が指定時間内に前記スレーブ側の通信会話に対す
る第１返答又は第１応答を受信できなかったにもかかわらず、マスター側は、前記スレー
ブ側の第１返答又は第１応答に対して第２返答を発信することができる。例えば、マスタ
ー側が指定時間内に前記スレーブ側の通信会話に対する第１返答又は第１応答を受信でき
なかった場合においても、マスター側は、前記スレーブ側の第１返答又は第１応答に対し
て第２返答を発信することができる。具体的には、マスター側とスレーブ側との間で充電
モードの協議を一回完成すると、マスター側とスレーブ側との間で第１充電モードで充電
操作を実行し、すなわち第２アダプターが第１充電モードで被充電装置（例えば、端末）
を充電する。
【０１０７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、被充電装置（例えば、端末）がマスター側
となって通信会話を発起し、第２アダプター（又は第２アダプターの制御部）がスレーブ
側となってマスター側が発起した通信会話に対して第１返答又は第１応答を返信すると、
第２アダプターの第１返答又は第１応答に対する被充電装置（例えば、端末）の第２返答
を必要とせず、第２アダプター（又は第２アダプターの制御部）と被充電装置（例えば、
端末）との間で充電モードの協議を一回完成したと見なされる。そして、第２アダプター
は、協議結果に基づいて第１充電モード又は第２充電モードで被充電装置（例えば、端末
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）を充電することを確定することができる。
【０１０８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双
方向通信を行うことにより、第２アダプターが第２充電モードで出力するよう制御するこ
とは、制御部は、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第２充電
モードにおける第２アダプターから出力された被充電装置（例えば、端末）を充電する充
電電圧を確定することと、制御部は、第２アダプターの出力電圧を調整することにより、
第２アダプターの出力電圧を第２充電モードにおける第２アダプターから出力された被充
電装置（例えば、端末）を充電する充電電圧に等しくすることと、を含む。
【０１０９】
  具体的には、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第
２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電電圧を確
定することは、制御部は、第２インストラクションを被充電装置（例えば、端末）に送信
し、第２インストラクションによって第２アダプターの出力電圧が被充電装置（例えば、
端末）の電池の現在電圧に合致なのか否かを照会することと、制御部は、被充電装置（例
えば、端末）から第２インストラクションの応答インストラクションを受信し、第２イン
ストラクションの応答インストラクションは第２アダプターの出力電圧が電池の現在電圧
に合致なのか、高め又は低めになっているかを表示するインストラクションであることと
、を含む。言い換えれば、第２インストラクションによって第２アダプターの現在出力電
圧が第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電電
圧として適切なのか否かを照会することができ、第２インストラクションの応答インスト
ラクションによって第２アダプターの現在の出力電圧が適切なのか、高め又は低めになっ
ているかを表示することができる。第２アダプターの現在出力電圧と電池の現在電圧が合
致し、或いは第２アダプターの現在の出力電圧が第２充電モードにおける第２等しくする
被充電装置（例えば、端末）を充電する充電電圧として適切であるということは、第２ア
ダプターの現在の出力電圧が電池の現在電圧を若干高い、且つ第２アダプターの出力電圧
と電池の現在電圧との差が指定範囲内（通常、数百ｍＶの範囲）にあることを意味する。
【０１１０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双
方向通信を行うことにより、第２アダプターが第２充電モードで出力する充電プロセスを
制御することは、制御部は、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより
、第２充電モードにおける第２アダプターから出力された被充電装置（例えば、端末）を
充電する充電電流を確定することと、制御部は、第１脈動波形の電流のピーク値を調整す
ることにより、第１脈動波形の電流のピーク値を第２充電モードにおける第２アダプター
から出力された被充電装置への充電電流に等しくすることと、を含む。
【０１１１】
  具体的には、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第
２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電電流を確
定することは、制御部は、第３インストラクションを被充電装置（例えば、端末）に送信
し、第３インストラクションによって被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最大充
電電流を照会することと、制御部は、被充電装置（例えば、端末）から第３インストラク
ションの応答インストラクションを受信し、第３インストラクションの応答インストラク
ションは被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最大充電電流を表示するインストラ
クションであることと、制御部は、被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最大充電
電流に基づいて第２充電モードにおける第２等しくする被充電装置（例えば、端末）を充
電する充電電流を確定することと、を含む。制御部は、被充電装置（例えば、端末）が現
在支持する最大充電電流に基づいて第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装
置（例えば、端末）への充電電流を確定する際の方法については特に限定がなく、例えば
、第２アダプターは、被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最大充電電流を第２充
電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電電流とするこ
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とができるが、被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最大充電電流及び自身の電流
出力特性等の要素を合わせて考慮に入れ、第２充電モードにおける第２アダプターから被
充電装置（例えば、端末）への充電電流を確定することもできると理解されるべきである
。
【０１１２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、制御部が被充電機器（例えば、端末）と双
方向通信を行うことにより、第２アダプターが第２充電モードで出力するよう制御を行う
ことは、制御部は、第２アダプターが第２充電モードで被充電機器（例えば、端末）を充
電する過程において、被充電機器（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第１
脈動波形の電流のピーク値を調整することを含む。
【０１１３】
  具体的には、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第
１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、制御部は、第４インストラクションを被
充電装置（例えば、端末）に送信し、第４インストラクションによって被充電装置（例え
ば、端末）の電池の現在電圧を照会することと、制御部は、第２アダプターから第４イン
ストラクションの応答インストラクションを受信し、第４インストラクションの応答イン
ストラクションは電池の現在電圧を表示するインストラクションであることと、制御部は
、電池の現在電圧に基づいて第１脈動波形の電流のピーク値を調整することと、を含む。
【０１１４】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図１９Ａに示されるように、第２アダプタ
ー１０は、充電インタフェース１９１を備える。更に、本発明の一実施形態において、第
２アダプター１０内の制御部（例えば、図２１におけるＭＣＵ）は、充電インタフェース
１９１内のデータケーブル１９２を介して被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行
う。
【０１１５】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双
方向通信を行うことにより、第２充電モードにおける第２アダプターの出力を制御するこ
とは、制御部は、被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、充電イン
タフェースが接触不良であるか否かを確定することを含むことができる。
【０１１６】
  具体的には、制御部が被充電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、充
電インタフェースが接触不良であるか否かを確定することは、制御部は、第４インストラ
クションを被充電装置（例えば、端末）に送信し、第４インストラクションによって被充
電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧を照会することと、制御部は、被充電装置（例
えば、端末）から第４インストラクションの応答インストラクションを受信し、第４イン
ストラクションの応答インストラクションは被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電
圧を表示するインストラクションであることと、制御部は、第２アダプターの出力電圧及
び被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧に基づいて充電インタフェースが接触不
良であるか否かを確定することと、を含む。例えば、制御部が第２アダプターの出力電圧
と被充電装置（例えば、端末）の現在電圧との電圧差が指定の電圧閾値を越えたと確定で
きると、このときの電圧差を第２アダプターの現在電流値で割って得られたインピーダン
スが指定のインピーダンス閾値を越えることを意味し、充電インタフェースが接触不良で
あると確定することができる。
【０１１７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、被充電装置（例えば、端末）によって充電
インタフェースの接触不良を確定することができ、このとき、被充電装置（例えば、端末
）は、第６インストラクションを制御部に送信し、第６インストラクションによって第２
アダプターの出力電圧を照会し、また、被充電装置（例えば、端末）は、制御部から第６
インストラクションの応答インストラクションを受信し、第６インストラクションの応答
インストラクションは第２アダプターの出力電圧を表示するインストラクションであり、
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被充電装置（例えば、端末）は、被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧及び第２
アダプターの出力電圧に基づいて充電インタフェースが接触不良であるかどうかを確定す
る。被充電装置（例えば、端末）が充電インタフェースの接触不良を確定できると、被充
電装置（例えば、端末）は、第５インストラクションを制御部に送信し、該第５インスト
ラクションは充電インタフェースの接触不良を表示するインストラクションである。第５
インストラクションを受信すると、制御部は、第２アダプターを制御して第２充電モード
を中止させる。
【０１１８】
  以下、図１９Ｂを参照しつつ、第２アダプター内の制御部と被充電装置（例えば、端末
）との間の通信プロセスを更に詳しく説明する。図１９Ｂに示す例は、当業者が本発明の
実施形態をより容易に理解できるようにするためのものであり、本発明の実施形態を具体
的数値又は具体的状況に限定するものではないことに留意されたい。当業者であれば、図
１９Ｂの例に基ついて種々の変更や変形を加えることができ、これらの変更や変形も本発
明の範疇に含まれると理解できる。
【０１１９】
  図１９Ｂに示されるように、第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（
例えば、端末）への充電プロセス、つまり、充電プロセスは５つの段階に分けて行われる
。
【０１２０】
  段階１：被充電装置（例えば、端末）と電源供給装置が接続されると、被充電装置（例
えば、端末）は、データケーブルＤ＋、Ｄ－を用いて電源供給装置の種類を確定すること
ができ、電源供給装置として第２アダプターが確定されると、被充電装置（例えば、端末
）に流される電流が指定の電流閾値Ｉ２（例えば、１Ａであってもよい）を超えても構わ
ない。第２アダプター内の制御部が指定期間（例えば、連続するＴ１時間であってもよい
）内における第２アダプターの出力電流がＩ２以上であると検出した場合、制御部は、被
充電装置（例えば、端末）による電源供給装置の種類認定が完成されたと判断でき、制御
部は、第２アダプターと被充電装置（例えば、端末）との間の協議プロセスを起動させ、
更に、インストラクション１（上記第１インストラクションに対応する）を被充電装置（
例えば、端末）に送信して、被充電装置（例えば、端末）に第２充電モードにおける第２
アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電に同意なのか否かを照会する。
【０１２１】
  制御部が被充電装置（例えば、端末）からインストラクション１の応答インストラクシ
ョンを受信し、且つ該インストラクション１の応答インストラクションによって被充電装
置（例えば、端末）が第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、
端末）への充電を拒否したことが表示されると、制御部は、再び第２アダプターの出力電
流を測定する。第２アダプターの出力電流が指定の持続時間内（例えば、連続するＴ１時
間であってもよい）においてＩ２以上を維持するとき、制御部は、再びインストラクショ
ン１を被充電装置（例えば、端末）に送信して、被充電装置（例えば、端末）に第２充電
モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電に同意なのか否
かを照会する。制御部は、被充電装置（例えば、端末）が第２充電モードにおける第２ア
ダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電を同意し、或いは第２アダプターの出
力電流がＩ２以上の条件を満たさないところまで段階１の上記ステップを繰り返す。
【０１２２】
  被充電装置（例えば、端末）が第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置
（例えば、端末）への充電に同意すると、通信プロセスは第２段階に移行する。
【０１２３】
  段階２：第２アダプターの出力電圧は複数のランクに分けられ、制御部は、インストラ
クション２（上記第２インストラクションに対応する）を被充電装置（例えば、端末）に
送信し、第２アダプターの出力電圧（現在の出力電圧）が被充電装置（例えば、端末）の
電池の現在電圧に合致するかどうかを照会する。
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【０１２４】
  被充電装置（例えば、端末）は、第２アダプターの出力電圧が被充電装置（例えば、端
末）の電池の現在電圧に合致なのか、高め又は低めになっているかを表示するインストラ
クション２の応答インストラクションを制御部に送信し、そして、インストラクション２
に対する応答インストラクションによって第２アダプターの出力電圧が高め又は低めにな
っていると表示されると、制御部は、第２アダプターの出力電圧をワンランク調整して、
再びインストラクション２を被充電装置（例えば、端末）に送信することができ、第２ア
ダプターの出力電圧が被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧に合致するかどうか
を再び照会する。被充電装置（例えば、端末）によって第２アダプターの出力電圧が被充
電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧に合致することを確定されるまで段階２の上記
ステップを繰り返し、第３段階に移行する。
【０１２５】
  段階３：制御部は、インストラクション３（上記第３インストラクションに対応する）
を被充電装置（例えば、端末）に送信し、被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最
大充電電流を照会する。また、被充電装置（例えば、端末）は、被充電装置（例えば、端
末）が現在支持する最大充電電流を表示するインストラクション３の応答インストラクシ
ョンを制御部に送信し、第４段階に移行する。
【０１２６】
  段階４：制御部は、被充電装置（例えば、端末）が現在支持する最大充電電流に基づい
て、第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電電
流を確定し、段階５（すなわち、定電流充電段階）に移行する。
【０１２７】
  段階５：定電流充電段階に移行した後、制御部は、インストラクション４（上記第４イ
ンストラクションに対応する）を一定時間の間隔で被充電装置（例えば、端末）に送信し
、被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧を照会することができる。また、被充電
装置（例えば、端末）は、インストラクション４の応答インストラクションを制御部に送
信し、被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧を報告することができる。制御部は
、被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧に基づいて充電インタフェースの接触が
良好なのか否か、並びに第１脈動波形の電流のピーク値を下げる必要があるかどうかを判
断することができる。第２アダプターによって充電インタフェースの接触が不良であると
判断されると、インストラクション５（上記第５インストラクションに対応する）を被充
電装置（例えば、端末）に送信することができ、第２アダプターは第２充電モードを中止
させ、復帰状態となって段階１に再び移行する。
【０１２８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、段階１において被充電装置（例えば、端末
）がインストラクション１の応答インストラクションを送信するとき、インストラクショ
ン１の応答インストラクションに該被充電装置（例えば、端末）の経路インピーダンスに
関わるデータ（又は情報）を含んでもよい。被充電装置（例えば、端末）の経路インピー
ダンスに関わるデータは、段階５で充電インタフェースの接触が良好なのか否かを判断す
る際に有用である。
【０１２９】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、段階２において被充電装置（例えば、端末
）が第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電を
同意してから、制御部が第２アダプターの出力電圧を適切な充電電圧に調整するまでの時
間を一定範囲内に抑えることができる。該時間が指定範囲を越えると、第２アダプター又
は被充電装置（例えば、端末）は急速充電の通信プロセスが異常であると判断することが
でき、再び段階１に移行することに備えて復帰状態となる。
【０１３０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、段階２において第２アダプターの出力電圧
が被充電装置（例えば、端末）の電池の現在電圧よりΔＶ（ΔＶを２００～５００ｍＶの
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範囲内に設定することができる）高くなると、被充電装置（例えば、端末）は、インスト
ラクション２の応答インストラクションを制御部に送信することにより、第２アダプター
の出力電圧が被充電装置（例えば、端末）の電池の電圧に合致すると表示することができ
る。
【０１３１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、段階４において第２アダプターの出力電流
の調整速度を一定範囲内に抑えることで、調整速度が速すぎて第２充電モードにおける第
２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電プロセスの異常発生を回避するこ
とができる。
【０１３２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、段階５において第２アダプターの出力電流
の変化を５％以下に抑えることができる。
【０１３３】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、制御部は、段階５において充電回路の経路
インピーダンスをリアルタイムに監視することができる。具体的には、制御部は、第２ア
ダプターの出力電圧、出力電流及び被充電装置（例えば、端末）から返信された電池の現
在電圧に基づいて、充電回路の経路インピーダンスを監視することができる。「充電回路
の経路インピーダンス」が「被充電装置（例えば、端末）の経路インピーダンス＋充電ケ
ーブルのインピーダンス」を越えたとき、充電インタフェースの接触不良であると見なさ
れ、第２アダプターは、第２充電モードにおける被充電装置（例えば、端末）への充電を
中止する。
【０１３４】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、第２アダプターが第２充電モードで被充電
装置（例えば、端末）への充電が始まると、制御部と被充電装置（例えば、端末）との間
の通信時間の間隔を一定範囲内に抑えることで、通信間隔が短すぎて通信プロセスに異常
が発生することを回避することができる。
【０１３５】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、充電プロセスの中止（又は、第２充電モー
ドにおける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電プロセスの中止）は
、復旧可能な中止と復旧不能な中止の２種類に分けられる。
【０１３６】
  例えば、被充電装置（例えば、端末）の電池の満充電又は充電インタフェースの接触不
良が確定されると、充電プロセスを中止して充電通信プロセスを回復し、充電プロセスは
再び段階１に移行する。そして、被充電装置（例えば、端末）が第２充電モードにおける
第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電を拒否すると、通信プロセスは
段階２に移行せず、このような充電プロセスの中止を復旧不能な中止と見なすことができ
る。
【０１３７】
  また、例えば、制御部と被充電装置（例えば、端末）との間に通信異常が発生すると、
充電プロセスを中止して充電通信プロセスを回復し、充電プロセスは再び段階１に移行す
る。段階１の要求が満たされると、被充電装置（例えば、端末）は、第２充電モードにお
ける第２アダプターから被充電装置（例えば、端末）への充電を同意して充電プロセスを
再開し、このような充電プロセスの中止を復旧可能な中止と見なすことができる。
【０１３８】
  また、例えば、被充電装置（例えば、端末）によって電池の異常が確定されたとき、充
電プロセスを中止して充電通信プロセスを回復し、充電プロセスは再び段階１に移行する
。そして、被充電装置（例えば、端末）は、第２充電モードにおける第２アダプターから
被充電装置（例えば、端末）への充電を拒否する。電池が正常状態に戻り且つ段階１の要
求が満たされると、被充電装置（例えば、端末）は、第２充電モードにおける第２アダプ
ターから被充電装置（例えば、端末）への充電を同意し、このような急速充電プロセスの
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中止を復旧可能な中止と見なすことができる。
【０１３９】
  以上、図１９Ｂに示す通信ステップ又は操作を詳述したが、これらは例示に過ぎず、例
えば、段階１において被充電装置（例えば、端末）と第２アダプターが接続されると、被
充電装置（例えば、端末）と制御部との間のハンドシェイク通信を、被充電装置（例えば
、端末）によって発起してもよく、すなわち、被充電装置（例えば、端末）は、インスト
ラクション１を送信して制御部に第２充電モードを起動するかどうかを照会する。また、
被充電装置（例えば、端末）が制御部の応答インストラクションを受信し、該応答インス
トラクションによって制御部が第２充電モードにおける第２アダプターから被充電装置（
例えば、端末）への充電に同意することが表示されると、第２アダプターは、第２充電モ
ードで被充電装置（例えば、端末）の電池を充電する。
【０１４０】
  また、例えば、段階５の後に、更に定電圧の充電段階を含んでもよい。具体的には、段
階５において、被充電装置（例えば、端末）は電池の現在電圧を制御部に返信することが
でき、電池の現在電圧が定電圧の充電電圧の閾値に達したとき、充電段階は、定電流の充
電段階から定電圧の充電段階に移行する。定電圧の充電段階では充電電流が次第に低下し
、電流が一定閾値に達したとき全充電プロセスを中止し、被充電装置（例えば、端末）の
電池が満充電状態であることを意味する。
【０１４１】
  更に、図２０に示されるように、上記任意の一実施形態において、第２アダプター１０
は、第１充電モード及び第２充電モードで動作可能であり、第２充電モードで第２アダプ
ターから被充電装置（例えば、端末）への充電速度は、第１充電モードで第２アダプター
から被充電装置（例えば、端末）への充電速度を上回る。電力変換部１１は二次フィルタ
部３７を備え、第２アダプター１０は制御部３６を備え、制御部３６は二次フィルタ部３
７に接続される。制御部３６は、第１充電モードにおいて二次フィルタ部３７を作動させ
、第２アダプター１０の出力電圧の電圧値が一定になるようにする。また、制御部３６は
、第２充電モードにおいて二次フィルタ部３７を中止させ、第２アダプター１０の出力電
流が第１脈動波形の電流となるようにする。
【０１４２】
  本発明において、制御部は、二次フィルタの作動を制御することにより、第２アダプタ
ーから電流値が一定の普通直流だけでなく、電流値が変化する脈動直流も出力させ、従来
の充電モードを支持するようにする。
【０１４３】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、第２アダプターは、第１脈動波形の電流を
そのまま被充電装置（例えば、端末）の電池の両端に印加し、電池を直接充電する。
【０１４４】
  具体的には、直接充電とは、第２アダプターの出力電圧及び出力電流をそのまま被充電
装置（例えば、端末）の電池の両端に印加して（又は、そのまま流されるようにする）、
被充電装置（例えば、端末）の電池を充電することを指すものであり、変換回路を介して
第２アダプターの出力電流又は出力電圧を変換することなく、変換によってエネルギーが
損失することを回避することができる。第２充電モードで充電する際の充電回路の充電電
圧又は充電電流を調整するために、第２アダプターを設計するに当たって智能化要素を導
入し、第２アダプター自らによって充電電圧又は充電電流の変換を成し遂げ、よって、被
充電装置（例えば、端末）への負担を減らし、被充電装置の放熱エネルギーを低減するこ
とができる。
【０１４５】
  本発明の実施形態に係る第２アダプター１０は、定電流モードで動作可能である。本発
明において、定電流モードとは、第２アダプターの出力電流を制御する充電モードを指し
、第２アダプターの出力電流が必ずしも一定である必要はない。実際、定電流モードで第
２アダプターは、通常、多段式定電流の方式にて電池への充電を遂行する。
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【０１４６】
  多段式定電流の充電（Ｍｕｌｔｉ?ｓｔａｇｅ  ｃｏｎｓｔａｎｔ  ｃｕｒｒｅｎｔ  
ｃｈａｒｇｉｎｇ）は、Ｎ個の充電段階（Ｎは、２以上の整数である）に分けて行われる
。多段式定電流の充電では、指定の充電電流で第１段階の充電を開始することができ、前
記多段式定電流の充電におけるＮ個の充電段階は、第１段階から始めて第（Ｎ―１）段階
の順で実行され、充電中に前の充電段階から次の充電段階に移行するにつれて充電の電流
値が次第に低下し、電池の電圧が充電終了の電圧閾値に達した場合、前の充電段階から次
の充電段階に移行する。
【０１４７】
  更に、第２アダプターの出力電流が脈動直流である場合、定電流モードとは、脈動直流
のピーク値又は平均値を調整する充電モードを指し、つまり、第２アダプターの出力電流
のピーク値が定電流モードに対応する電流を越えないように制御することを意味する。
【０１４８】
  以下、具体例を挙げて本発明の実施形態を更に詳しく説明する。図２１～図２２に示す
例は、当業者が本発明をより容易に理解できるようにするためのものであり、本発明を具
体的な数値又は具体的な状況に限定するものでないことに留意されたい。言うまでもない
が、当業者からすれば図２１～図２２に示す例について種々の変更や変形を加えることが
でき、これらの変更や変形も本発明の範囲に含まれるとよく理解できる。
【０１４９】
  第２アダプターは、電力変換部（上記電力変換部１１に対応する）を備え、図２１に示
されるように、該電力変換部は、交流ＡＣの入力端、一次整流部３８、変圧器Ｔ１、二次
整流部３９及び第１整流部２０を備える。
【０１５０】
  具体的には、交流ＡＣの入力端は、幹線給電（通常、２２０Ｖの交流）に接続され、該
幹線給電からの交流を一次整流部３８に供給する。一次整流部３８は、幹線給電からの交
流を第２脈動波形の電流に変換した後、該第２脈動直流を変圧器Ｔ１に供給する。一次整
流部３８は、ブリッジ式の整流部であってもよく、例えば、図２１に示すフルブリッジ式
の整流部、又はハーフブリッジ式の整流部であってもよいが、これらに限定されない。
【０１５１】
  変圧器Ｔ１は、第１脈動直流を変圧器の一次側から二次側にカップリングさせる。変圧
器Ｔ１は、普通の変圧器であってもよく、動作周波数が５０ＫＨｚ～２ＭＨｚの高周波変
圧器であってもよい。変圧器Ｔ１の一次巻き線の数量及び接続方法としては、第２アダプ
ターで採用するスイッチング電源の種類と関連性を示すが、本発明において特に限定がな
い。図２１に示されるように、第２アダプターは、フライバック式のスイッチング電源を
採用することができ、変圧器の一次巻き線の一端は一次整流部３８に接続され、一次巻き
線の他端はＰＷＭコントローラによって制御されるスイッチに接続される。言うまでもな
く、第２アダプターは、フォワード式のスイッチング電源を採用してもよいが、プッシュ
プル式のスイッチング電源の第２アダプターであっても構わない。スイッチング電源の種
類が異なると、一次整流部及び変圧器がそれぞれ特有の接続態様を有することとなるが、
ここで簡略化を図って更なる説明を省略する。
【０１５２】
  二次整流部３９は、一次側から二次側にカップリングされた電流を整流して第１脈動波
形の電流を取得する。二次整流部３９の態様としては、複数の種類に分けられ、図２１は
１種の典型的な二次同期整流回路を示す図である。該同期整流回路は、同期整流（Ｓｙｎ
ｃｈｒｏｎｏｕｓ  Ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ，ＳＲ）チップ、該ＳＲチップによって制御され
る金属酸化物トランジスタ（Ｍｅｔａｌ  Ｏｘｉｄｅ  Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ，Ｍ
ＯＳ）、及びＭＯＳトランジスタのソース電極とドレイン電極の両端に接続されるダイオ
ードを備える。前記ＳＲチップは、ＰＷＭ制御信号をＭＯＳトランジスタのグリッド電極
に送信し、該ＭＯＳトランジスタの開閉を制御することで二次の同期整流を実現するもの
である。
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【０１５３】
  第１整流部２０は、一次側から二次側にカップリングされた電流を整流し、同期信号を
取得する。図２１に示されるように、該第１整流部２０としてはフォワード式の整流回路
であってもよい。該同期信号は、該フォワード式の整流回路から出力されるフォワード電
圧（ｆｏｒｗａｒｄ  ｖｏｌｔａｇｅ）である。
【０１５４】
  更に、第２アダプターは、サンプル保持部（上記サンプル保持部１２に対応する）を備
え、該サンプル保持部は、電流サンプル部（上記電流サンプル部１４に対応する）及び電
流保持部（上記電流保持部１５に対応する）を備える。
【０１５５】
  具体的には、図２１に示されるように、電流サンプル部として、具体的には、電流検流
抵抗Ｒ３及び検流計を備える。検流計は、電流検流抵抗Ｒ３によって第１脈動波形の電流
を検流してサンプル電流を取得し、該サンプル電流を対応するサンプル電圧（該サンプル
電圧は、第１脈動波形の電流の大きさを表示する）に変換する。
【０１５６】
  回路保持部は、分圧抵抗Ｒ４、分圧抵抗Ｒ５及びコンデンサＣ１を備える。回路保持部
は、まず分圧抵抗Ｒ４及び分圧抵抗Ｒ５によって検流計の出力ポート（ＯＵＴＰＵＴ）か
ら出力するサンプル電圧を分圧し、そして分圧後に得られた電圧によってコンデンサＣ１
を充電して、コンデンサＣ１両端の電圧が第１脈動波形の電流の変化につれて変化するよ
うにする。第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジに達すると、コンデンサＣ１両
端の電圧が最大値（該最大値は、第１脈動波形の電流のピーク値に対応する）となり、サ
ンプル保持部は保持状態に移行する。
【０１５７】
  更に、第２アダプターは、電流採取制御部（上記電流採取制御部１３に対応する）を備
え、電流採取制御部は、ＭＣＵ（上記制御部に対応する）、比較部２４及び放電部１６を
備える。
【０１５８】
  具体的には、比較部２４は、コンパレータを備えることができ、コンパレータの第１入
力端によって同期信号を受信し、コンパレータの第２入力端によって基準電圧を受信する
。本発明の一実施形態において、第１入力端が非反転入力端であり、第２入力端が反転入
力端である。別の実施形態において、第１入力端が反転入力端であり、第２入力端が非反
転入力端である。コンパレータは、比較結果をＭＣＵに送信する。
【０１５９】
  ＭＣＵは、コンパレータの比較結果に基づいて第１脈動波形がどのタイミングでピーク
値又は立ち下がりエッジになっているかを判断する。第１脈動波形がピーク値又は立ち下
がりエッジになっていると、サンプル保持回路が保持状態になっていることを意味する。
ＭＣＵは、ＡＤＣによってコンデンサＣ１両端の電圧を採取し、第１脈動波形の電流のピ
ーク値を確定する。
【０１６０】
  放電部１６は、スイッチングチューブＱ３及び抵抗Ｒ６を備えることができる。ＭＣＵ
が第１脈動波形の電流のピーク値を採取すると、ＭＣＵはスイッチングチューブＱ３を開
通させ、一方、コンデンサＣ１は抵抗Ｒ６に電気を供給することによりコンデンサＣ１両
端の電荷を放出する。このようにして、コンデンサＣ１両端の電圧が再び第１脈動波形の
電流の変化につれて変化し、サンプル保持部が保持状態からサンプル状態に切り換えたこ
とを意味する。
【０１６１】
  更に、第２アダプターは、電圧調整部（上記電圧調整部２８に対応する）を備え、電圧
調整部は、電圧サンプル部（上記電圧サンプル部２９に対応する）、電圧比較部（上記電
圧比較部３０に対応する）及び電圧制御部（上記電圧制御部３１に対応する）を備えるこ
とができる。
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【０１６２】
  具体的には、図２１に示されるように、電圧サンプル部は、抵抗Ｒ１及び抵抗Ｒ２を備
え、第２アダプターの出力電圧を分圧して第１電圧を取得する。
【０１６３】
  電圧比較部は、演算増幅器ＯＰＡを備え、該ＯＰＡの反転入力端によって第１電圧を受
信する。該ＯＰＡの非反転入力端は、ＤＡＣに接続され、ＤＡＣからの第１基準電圧を受
信する。該ＤＡＣはＭＣＵに接続され、ＭＣＵは、該ＤＡＣによって第１基準電圧を調整
し、更に第２アダプターの出力電圧及び／又は出力電流を調整する。
【０１６４】
  電圧制御部は、フォトカプラ部４０及びＰＷＭコントローラを備え、フォトカプラ部４
０の入力端はＯＰＡの出力端に接続される。ＯＰＡの出力電圧がフォトカプラ部４０の動
作電圧ＶＤＤを下回ると、フォトカプラ部４０が作動してフィードバック電圧をＰＷＭコ
ントローラのＦＢ端に供給する。ＰＷＭコントローラは、ＣＳ端とＦＢ端の電圧を比較す
ることでＰＷＭ端からのＰＷＭ信号のデューティ比を制御する。ＯＰＡの出力電圧が「０
」であると、ＦＢ端の電圧が安定化し、ＰＷＭコントローラのＰＷＭ端からのＰＷＭ制御
信号のデューティ比が一定となる。ＰＷＭコントローラのＰＷＭ端は、スイッチングチュ
ーブＱ２を介して変圧器Ｔ１の一次巻き線に接続され、第２アダプターの出力電圧及び出
力電流を制御する。ＰＷＭ端からの制御信号のデューティ比が一定であると、第２アダプ
ターの出力電圧及び出力電流も一定となる。
【０１６５】
  なお、ＭＣＵは、更に通信インタフェースを備え、該通信インタフェースを介して被充
電装置（例えば、端末）と双方向通信を行うことにより、第２アダプターの充電プロセス
を制御することができる。充電インタフェースがＵＳＢインタフェースである場合を例と
して、該通信インタフェースは、該ＵＳＢインタフェースであってもよい。具体的には、
第２アダプターは、ＵＳＢインタフェース内の電源ケーブルを介して被充電装置（例えば
、端末）を充電し、ＵＳＢインタフェース内のデータケーブル（Ｄ＋及び／又はＤ?）を
介して被充電装置（例えば、端末）と通信を行うことができる。
【０１６６】
  なお、フォトカプラ部４０は、更に定電圧部に接続され、フォトカプラの動作電圧が一
定になるようにする。図２１に示されるように、本発明の実施形態に係る定電圧部を、低
損失レギュレータ（Ｌｏｗ  Ｄｒｏｐｏｕｔ  Ｒｅｇｕｌａｔｏｒ，ＬＤＯ）で実現する
ことができる。
【０１６７】
  図２２に示す実施形態は、図２１に示す実施形態に似ているが、図２１における抵抗Ｒ
１と抵抗Ｒ２とによって形成される電圧採取部をデジタルポテンショメータ（該デジタル
ポテンショメータは、上記分圧部３４に対応する）に変え、ＯＰＡの反転入力端に１個の
固定化した第２基準電圧を導入し、更に、ＭＣＵがデジタルポテンショメータの分圧比を
調整することで第２アダプターの出力電圧及び出力電流を調整するといった点に相違があ
る。例えば、第２アダプターの出力電圧を５Ｖにしようとする場合、デジタルポテンショ
メータの分圧比を調整することで第２アダプターの出力電圧を５Ｖにし、このときデジタ
ルポテンショメータの出力端の電圧は、第２基準電圧に合致するものである。同様に、第
２アダプターの出力電圧を３Ｖにしようとすると、デジタルポテンショメータの分圧比を
調整することで第２アダプターの出力電圧を３Ｖにし、このときデジタルポテンショメー
タの出力端の電圧は、第２基準電圧に合致するものである。
【０１６８】
  図２１～図２２に示す実施形態では、第１整流部２０によって整流することにより同期
信号を取得する構成としたが、本発明はこれらに限定されず、第２アダプターの一次側か
らも同期信号を取得することができ、例えば、図９に示す形態によって取得することがで
きる。また、サンプル保持部から同期信号を取得することができ、例えば、図２１～図２
２に示す検流計の出力ポート（ＯＵＴＰＵＴ）から取得することができる。
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【０１６９】
  図２１～図２２に示す実施形態において、比較部２４は、同期信号と基準電圧を直接比
較してサンプル保持部が保持状態になっているか否かを判断するが、本発明はこれらに限
定されない。例えば、図１３に示す形態で実現することができ、つまり、コンデンサを用
いて同期信号における直流信号をフィルタ処理し、ゼロクロス点の交流信号を取得した後
、ゼロクロス点の交流信号と基準電圧を比較してサンプル保持部が保持状態になっている
か否かを判断することができる。
【０１７０】
  本明細書において異なる符号で表される制御部は、相互に隔離された制御部であっても
よく、同じ制御部であってもよい。好ましくは、本発明の一実施形態において、第２アダ
プターはＭＣＵを備え、本明細書において、制御部とは何れも該ＭＣＵを指すものである
。
【０１７１】
  以上において、図１～図２２を参照しながら本発明に係る設備の実施形態を詳述したが
、以下は、図２３を参照して本発明に係る方法の実施形態を詳述する。下記方法の実施形
態が設備の実施形態に逐一対応するため、ここで簡略化を図って重複説明を適宜省略する
。
【０１７２】
  図２３は、本発明の実施形態に係る充電制御方法を示す流れ図である。図２３に示す方
法を第２アダプターに適用することができ、例えば、図１～図２２に示す第２アダプター
に適用することができる。前記第２アダプターは、電力変換部及びサンプル保持部を備え
る。前記電力変換部は、入力された交流を変換して、前記第２アダプターの出力電圧及び
出力電流を取得する。前記第２アダプターの出力電流は、つまり、第１脈動波形の電流で
ある。前記サンプル保持部は、前記電力変換部に接続され、前記サンプル保持部がサンプ
ル状態になっているとき、前記サンプル保持部は、前記第１脈動波形の電流をサンプルす
る。前記サンプル保持部が保持状態になっているとき、前記サンプル保持部は、前記第１
脈動波形の電流のピーク値を保持する。
【０１７３】
  図２３に示す方法は、以下のステップを含む。
【０１７４】
  Ｓ２３１０：前記サンプル保持部が保持状態になっているか否かを判断する。
【０１７５】
  Ｓ２３２０：前記サンプル保持部が前記保持状態になっていると判断できた場合、前記
サンプル保持部によって保持されている前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取する。
【０１７６】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記サンプル保持部が保持状態になってい
るか否かを判断することは、周期が前記第１脈動波形の周期の１／Ｎ（Ｎは１以上の整数
である）である同期信号を受信することと、前記同期信号に基づいて前記サンプル保持部
が保持状態になっているか否かを判断することと、を含む。
【０１７７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記同期信号を受信することは、前記電力
変換部から前記同期信号を取得することを含む。
【０１７８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記電力変換部は、一次部及び二次部を備
え、前記電力変換部から前記同期信号を取得することは、前記二次部から前記同期信号を
取得することを含む。
【０１７９】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記二次部は第１整流部を備え、前記第１
整流部は、前記電流採取制御部に接続される。前記第１整流部は、前記一次部から前記二
次部にカップリングされた電流を整流して第２脈動態様の電圧を取得し、そして前記第２
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脈動波形の電圧を前記同期信号として前記電流採取制御部に送信する。
【０１８０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記電力変換部は、一次部及び二次部を備
え、前記電力変換部が前記同期信号を取得することは、前記一次部から前記同期信号を取
得することを含む。
【０１８１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記一次部は、前記交流を整流して第３脈
動波形の電圧を取得し、前記第３脈動波形は、前記第１脈動波形と同じ周期を有する。前
記一次部は、フォトカプラ部によって前記第３脈動波形の電圧を前記第２アダプターの一
次側から前記第２アダプターの二次側にカップリングさせて第４脈動波形の電圧を取得し
、且つ前記第４脈動波形の電圧を前記同期信号として前記電流採取制御部に送信する。
【０１８２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記同期信号を受信することは、前記サン
プル保持部から前記同期信号を取得することを含む。
【０１８３】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記サンプル保持部は、第１脈動波形の電
流をサンプルしてサンプル電流を取得し、且つ前記サンプル電流をサンプル電圧に変換し
、該サンプル電圧を同期信号として電流採取制御部に送信する。前記サンプル電圧は、第
１脈動波形の電流の大きさを表示するものである。
【０１８４】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記同期信号に基づいて前記サンプル保持
部が保持状態になっているか否かを判断することは、前記同期信号に基づいて前記第１脈
動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを判断することと、前記第１
脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっていると判断できた場合、前記サンプル
保持部が保持状態になっていると確定することと、を含む。
【０１８５】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記同期信号に基づいて前記第１脈動波形
がピーク値又は立ち下がりエッジになっている否かを判断することは、前記同期信号の電
圧と基準電圧の比較結果に基づいて、前記第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジ
になっているか否かを判断することを含む。
【０１８６】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記同期信号に基づいて前記第１脈動波形
がピーク値又は立ち下がりエッジになっている否かを判断することは、前記同期信号にお
ける直流信号をフィルタ処理してゼロクロス点の交流信号を取得することと、前記交流信
号の電圧と基準電圧を比較し、前記交流信号の電圧と前記基準電圧の比較結果に基づいて
前記第１脈動波形がピーク値又は立ち下がりエッジになっているか否かを判断することと
、を含む。前記基準電圧の電圧値は「０」である。
【０１８７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第１脈動波形の周期と前記同期信号の
周期は同じである。
【０１８８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、図２３に示す方法は、更に、前記第１脈動
波形の電流のピーク値を採取した後、前記サンプル保持部が保持状態からサンプル状態に
切り換えるよう制御することを含む。
【０１８９】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記サンプル保持部は、更にコンデンサを
備え、前記サンプル保持部内のコンデンサによって前記第１脈動波形の電流のピーク値を
保持する。前記サンプル保持部が保持状態からサンプル状態に切り換えるよう制御するこ
とは、前記サンプル保持部内のコンデンサ両端の電荷を放出することにより、前記サンプ
ル保持部が保持状態からサンプル状態に切り換えることを含む。
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【０１９０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、更に電圧調整部を
備え、前記電圧調整部は、前記電力変換部に接続され、前記第２アダプターの出力電圧を
測定、調整する。したがって、図２３に示す方法は、更に、前記電圧調整部によって前記
第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを含む。
【０１９１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記電圧調整部は、電圧サンプル部、電圧
比較部及び電圧制御部を備える。電圧サンプル部は、前記電力変換部に接続され、前記第
２アダプターの出力電圧をサンプルして第１電圧を取得する。前記電圧比較部の入力端は
、前記電圧サンプル部に接続されて前記第１電圧と第１基準電圧を比較する。前記電圧制
御部の入力端は、前記電圧比較部の出力端に接続され、前記電圧制御部の出力端は、前記
電力変換部に接続される。前記電圧制御部は、前記第１電圧と前記第１基準電圧の比較結
果に基づいて前記第２アダプターの出力電圧を制御する。前記電圧調整部によって前記第
１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、前記第１基準電圧の電圧値を調整するこ
とで前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを含む。
【０１９２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第１基準電圧の電圧値を調整すること
で前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、デジタルＤＡＣによって前記第
１基準電圧の電圧値を調整することにより、前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整す
ることを含む。
【０１９３】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記電圧調整部は、分圧部、電圧比較部及
び電圧制御部を備える。前記分圧部の入力端は、前記電力変換部に接続され、設定された
分圧比に従って前記第２アダプターの出力電圧を分圧して第２電圧を生成する。前記電圧
比較部の入力端は、前記分圧部の出力端に接続され、前記第２電圧と第２基準電圧を比較
するために用いられる。前記電圧制御部の入力端は、前記電圧比較部の入力端に接続され
、前記電圧制御部の出力端は、前記電力変換部に接続される。前記電圧制御部は、前記第
２電圧と前記第２基準電圧の比較結果に基づいて前記第２アダプターの出力電圧を制御す
る。前記電圧調整部によって前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、前記
分圧比を調整することで前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを含む。
【０１９４】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記分圧部は、デジタルポテンショメータ
を備える。前記デジタルポテンショメータの高電位端は前記電力変換部に接続され、前記
デジタルポテンショメータの低電位端はグランドに接続され、前記デジタルポテンショメ
ータの出力端は前記電圧比較部に接続される。前記分圧比を調整することで前記第１脈動
波形の電流のピーク値を調整することは、前記デジタルポテンショメータの分圧比を調整
することにより前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することを含む。
【０１９５】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記サンプル保持部は、電流サンプル部及
び電流保持部を備える。電流サンプル部は、前記電力変換部に接続され、前記第１脈動波
形の電流を検出してサンプル電流を取得し、且つ前記サンプル電流をサンプル電圧に変換
する。前記サンプル電圧は、前記第１脈動波形の電流の大きさを表示するものである。電
流保持部は、前記電流サンプル部及び前記電流採取制御部に接続される。前記電流保持部
は、前記電流サンプル部から前記サンプル電圧を取得し、且つ前記サンプル電圧に基づい
て前記電流保持部内のコンデンサを充電する。前記サンプル保持部によって保持されてい
る前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取することは、前記サンプル保持部内のコンデ
ンサ両端の電圧を採取することにより、前記第１脈動波形の電流のピーク値を取得するこ
とを含む。
【０１９６】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記サンプル保持部によって保持されてい
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る前記第１脈動波形の電流のピーク値を採取することは、ＡＤＣによって前記第１脈動波
形の電流のピーク値を採取することを含む。
【０１９７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、第１充電モード及
び第２充電モードで動作可能である。前記第２充電モードで前記第２アダプターから被充
電装置への充電速度は、前記第１充電モードで前記第２アダプターから前記被充電装置へ
の充電速度を上回る。前記第１脈動波形の電流は、前記第２充電モードにおける前記第２
アダプターの出力電流である。図２３に示す方法は、更に、前記第２アダプターと被充電
装置接続が接続されると、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電
モードにおける前記第２アダプターの出力を制御することを含む。
【０１９８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２充電モードにおける前記第２アダプターの出力を制御することは、前記被
充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２アダプターと前記被充電装置との間の
充電モードを協議することを含む。
【０１９９】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２アダプターと前記被充電装置との間の充電モードを協議することは、第１
インストラクションを前記被充電装置に送信し、前記第１インストラクションによって前
記被充電装置に前記第２充電モードを起動するか否かを照会することと、前記被充電装置
から、前記被充電装置が前記第２充電モードの起動に同意なのか否かを表示する前記第１
インストラクションの応答インストラクションを受信することと、前記被充電装置が前記
第２充電モードの起動に同意すると、前記第２充電モードで前記被充電装置を充電するこ
とと、を含む。
【０２００】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２充電モードにおける前記第２アダプターの出力を制御することは、前記被
充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードにおける前記第２アダプタ
ーから出力された前記被充電装置を充電する充電電圧を確定することと、前記第２アダプ
ターの出力電圧を調整することにより、前記第２アダプターの出力電圧を前記第２充電モ
ードにおける前記第２アダプターから出力された前記被充電装置を充電する充電電圧に等
しくすることと、を含む。
【０２０１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２充電モードにおける前記第２アダプターから出力された前記被充電装置を
充電する充電電圧を確定することは、第２インストラクションを前記被充電装置に送信し
、前記第２インストラクションによって前記第２アダプターの出力電圧が前記被充電装置
の電池の現在電圧に合致するか否かを照会することと、前記被充電装置からの前記第２イ
ンストラクションの応答インストラクションを受信することと、を含む。前記第２インス
トラクションの応答インストラクションは、前記第２アダプターの出力電圧が前記電池の
現在電圧に合致なのか、高め又は低めになっているかを表示するインストラクションであ
る。
【０２０２】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２充電モードにおける前記第２アダプターの出力を制御することは、前記被
充電装置と双方向通信を行うことにより、前記第２充電モードにおける前記第２アダプタ
ーから出力された前記被充電装置を充電する充電電流を確定することと、前記第１脈動波
形の電流のピーク値を調整することにより、前記第１脈動波形の電流のピーク値を前記第
２充電モードにおける前記第２アダプターから出力された前記被充電装置を充電する充電
電流に等しくすることと、を含む。
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【０２０３】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２充電モードにおける前記第２アダプターから出力された前記被充電装置を
充電する充電電流を確定することは、第３インストラクションを前記被充電装置に送信し
、前記第３インストラクションによって前記被充電装置が現在支持する最大充電電流を照
会することと、前記被充電装置からの前記第３インストラクションの応答インストラクシ
ョンを受信することと、前記被充電装置が現在支持する最大充電電流に基づいて前記第２
充電モードにおける前記第２アダプターから出力された前記被充電装置を充電する充電電
流を確定することと、を含む。前記第３インストラクションの応答インストラクションは
、前記被充電装置が現在支持する最大充電電流を表示するインストラクションである。
【０２０４】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第２充電モードにおける前記第２アダプターの出力を制御することは、前記第
２充電モードで充電する際、前記被充電装置と双方向通信を行うことにより前記第１脈動
波形の電流のピーク値を調整することを含む。
【０２０５】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記被充電装置と双方向通信を行うことに
より、前記第１脈動波形の電流のピーク値を調整することは、第４インストラクションを
前記被充電装置に送信し、前記第４インストラクションによって前記被充電装置の電池の
現在電圧を照会することと、前記第２アダプターからの前記第４インストラクションの応
答インストラクションを受信することと、前記電池の現在電圧に基づいて前記第１脈動波
形の電流のピーク値を調整することと、を含む。前記第４インストラクションの応答イン
ストラクションは、前記電池の現在電圧を表示するインストラクションである。
【０２０６】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、充電インタフェー
スを備え、前記第２アダプターは、前記充電インタフェース内のデータケーブルを介して
前記被充電装置と双方向通信を行う。
【０２０７】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、第１充電モード及
び第２充電モードで動作可能であり、前記第１充電モードが定電圧モードであり、前記第
２充電モードが定電流モードである。前記第１脈動波形の電流は、前記第２充電モードに
おける前記第２アダプターの出力電流である。前記第２アダプターは制御部を備え、前記
電力変換部は二次フィルタ部を備え、前記制御部は前記二次フィルタ部に接続される。図
２３に示す方法は、更に、前記第１充電モードにおいて前記二次フィルタ部の作動を制御
することにより、前記第２アダプターの出力電圧の電圧値を一定に維持し、また、前記第
２充電モードにおいて前記二次フィルタ部の作動を中止することにより、前記第２アダプ
ターの出力電流が前記第１脈動波形の電流となるようにする処理を含む。
【０２０８】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、前記第１脈動波形
の電流をそのまま前記被充電装置の電池の両端に印加して前記電池を直接充電する。
【０２０９】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、移動端末を充電す
るための第２アダプターである。
【０２１０】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、充電プロセスを制
御する制御部を備え、前記制御部はＭＣＵである。
【０２１１】
  好ましくは、本発明の一実施形態において、前記第２アダプターは、充電インタフェー
スを備え、前記充電インタフェースはＵＳＢインタフェースである。
【０２１２】
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  本明細書における「第１アダプター」と「第２アダプター」は、説明の便宜を図るため
の技術用語であり、本発明のアダプターを具体的な種類に限定するものでないことを理解
されたい。
【０２１３】
  当業者であれば、上述の各実施形態に係るユニット（例えば、本明細書において「部」
とも称される）及び演算ステップは、電子ハードウェア、又はパソコンソフトと電子ハー
ドウェアの組み合せにより実現することができると理解できる。ハードウェア方式とソフ
トウェア方式のうちどちらでこれらの機能を実行するかは、技術案の特定用途及び設計時
の制限要素によって決められる。当業者は、本発明の範疇から逸脱しない前提で、特定用
途ごとに異なる方法を利用して前記機能を実現することができる。
【０２１４】
  当業者であれば、上記システム、装置及びユニットの具体的な動作については、特に説
明がなくても上記方法に関わる実施形態を参照することができると理解できる。
【０２１５】
  上述の実施形態に関わるシステム、装置及び方法は、他の形態で実現することもできる
。例えば、前記装置に関わる実施形態は本発明の装置を例示したに過ぎず、例えば、前記
各ユニットについては論理的機能に基づいて分けて説明したが、実際作業においては他の
分け方も可能であり、例えば、複数のユニット又はモジュールを組み合せ、又は他のシス
テムに集積することができる。また、一部の要素を省略し、或いは実施を保留することも
可能である。更に、上述の関連要素を互いにカップリング、直接にカップリング又は通信
接続するとき、インタフェース、装置又はユニットを介して間接的にカップリング又は通
信接続させてもよく、電気的、物理的又は他の形態のカップリング又は通信接続が全て可
能である。
【０２１６】
  上記分離部材として説明したユニットは、物理的に隔離状態になってもよく、隔離状態
にならなくても構わない。また、所謂ユニットとは、物理的範疇内のものであってもよく
、物理的範疇以外のものであってもよい。すなわち、１つ又は複数のネットワックに分散
して存在することができ、実際需要に合わせてこれらのユニットから一部を選定し、或い
はユニット全体によって本発明を実施して本発明の効果を得ることも可能である。
【０２１７】
  なお、上述の各実施形態に係る各機能ユニットは、１つの処理ユニットに集積されても
よく、各ユニットが単独で別々に存在してもよく、２個以上のユニットが１個のユニット
に集積されてもよい。
【０２１８】
  前記機能は、ソフト機能ユニットの形態で実現され且つ単独の製品で販売又は使用され
るとき、コンピュータによって読取り可能な１つの保存用媒体に保存することができる。
このような理解に基づき、本発明の技術案、又は従来の技術に対して貢献をもたらす部分
、又は該技術案の一部をその本質からして
ソフトウェアの形態にすることができ、更に，該
ソフトウェア製品を１つの保存用媒体に保存し、幾つかのインストラクションによって１
台のコンピュータ設備（例えば、パソコン、サーバ又はネットワーク設備等）で本発明の
各実施形態に係る方法を全部又は部分的に実行することができる。また、上述の保存用媒
体としては、ＵＳＢフラッシュディスク、モバイルハードディスク、ＲＯＭメモリ（Ｒｅ
ａｄ－Ｏｎｌｙ  Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭメモリ（Ｒａｎｄｏｍ  Ａｃｃｅｓｓ  Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、磁気ディスク及び光ディスク等のプログラムコードを保存可能な各種の媒体を
利用することができる。
【０２１９】
  言うまでもないが、以上で述べた実施形態は本発明を例示したに過ぎず、本発明を限定
するものではない。当分野の一般技術者からすれば、本発明の範囲を逸脱しない前提でこ
れらの実施形態について適宜変化、変形、置換えを施すことができると理解できる。
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